資料 2-3 


【 参 考 】 国 の 基本 的 対処 方 針 に 、 県 の 基本 的 対処 方 針 を 追記 し た も の 。 


新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 対策 の 基本 的 対処 方 針 
令 和 3 年 11 月 19 日 
































新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 対策 本 部 決定 























本 方 針 は 、 新 型 イ ン フ ル エ ン ザ 等 対策 特別 措置 法 ( 平 成 24 年 法律 第 
31 号 。 以下 「 法 」 と いう 。) 第 18 条 第 1 項 に 規定 する 基本 的 対処 方 針 
と し て 、 今後 講ず べき 対策 を 実施 する に 当たっ て 準拠 と な る べき 統一 
的 指針 を 示す も の で ある 。 

地方 公共 団体 は 、 本 方 針 に 基づき 、 自 ら そ の 区 域 に 係る 対策 を 的 確 
か つ 迅 速 に 実施 し 、 及 び 当 該 区 域 に お いて 関係 機関 が 実施 する 対策 を 
総合 的 に 推進 する 責務 を 有する 。 ま た 、 政 府 は 、 本 方 針 に 基づき 、 指 
定 行政 機関 、 都 道府県 及び 指定 公共 機関 が 実施 する 対策 に 関す る 総合 
調整 を 行う こと が で きる 。 

本 県 の 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 対策 の 推進 に 当たっ て は 、 国 の 
新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 対策 の 基本 的 対処 方 針 ( 以 下 「 国 の 基本 的 
対処 方 針 」 と いう 。) に よる こと を 基本 と する こと と し 、 こ れ に 追加 
する 方 針 に つい て は 、 本 方 針 に よる も の と する 。 





























































































































ー 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 発生 の 状況 に 関す る 事実 

( 1 ) 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 の 特徴 
新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 に つい て は 、 以 下 の よ うな 特徴 が ある 。 
ヒト コロ ナウ イル ス SARS- CoV-2 に よる 感染 症 で あり 、 発 熱 、 
呼吸 器 症状 、 傘 怠 感 、 頭 痛 、 消 化 器 症状 、 鼻 汁 、 味 覚 異 常 、 史 覚 異 
常 等 の 症状 を 発症 する 。 
せき 、 く し ゃ み 、 会 話 等 の と き に 排出 され る 飛 洲 や エア ロ ゾ ル の 
吸入 、 接 触感 染 等 が 感染 経路 と 考え られ て いる 。 そ の た め 、 基 本 的 
な 感染 対策 (① 密 閉 空 間 (換気 の 悪い 密閉 空間 で ある )、② 密 集 場 
所 (多く の 人 が 密集 し て いる )、③ 密 接 場 面 互い に 手 を 伸ばし た 
ら 手 が 届く 距離 で の 会 話 や 発声 が 行わ れる ) と いう 3 つの 条件 ( 以 
下 「 三 つの 密 」 と いう 。) の 回 避 、 人 と 人 と の 距離 の 確保 、 マ スク 
の 着用 、 手 洗い 等 の 手指 衛生 、 換 気 等 ) が 重要 で ある 。 













































































潜伏 期間 は 約 5 日 間 、 最 長 14 日間 と され て いる 。 感染 後 無 症 状 
の まま 経過 する 者 は NR 40% 
の 患者 は 発症 か ら 1 週間 程度 で 治癒 に 向かう が 、 残 り の 患者 は 、 
発症 か ら 1 週 an GN 
続 、 激 し いせ き な ど ) が 明らか に な り 、 約 20% の 患者 で は 酸素 投 
与 が 必要 と な り 、 約 5% の 患者 が 急性 呼吸 究 迫 症候 群 (ARDS) に 
移行 し て 人 工 呼 吸 器 に よる 治療 を 要する と 考え られ る 。 

軽症 の 場合 は 経過 観察 の み で 自然 に 軽快 する こと が 多く 、 必 要 に 
応じ て 解熱 薬 等 の 対症 療法 を 行う 。 た だ し 、 重症 化 リ スク の ある 
方 に つい て は 、 中 和 抗 体 薬 の 投与 を 行い 重症 化 を 予防 する 。 呼吸 
不全 を 伴う 場合 に は 、 酸素 投与 や 抗 ウ イル ス 楽 、 ス テロ イド 楽 ( 炎 
症 を 反 える 楽 )、 免 疫 調整 薬 の 投与 を 行い 、 改 善 し な い 場 合 に は 人 
工 呼 吸 器 や 体外 式 膜 型 人 工 和 肺 (Extracorporeal membrane 
oxygenation : ECMO) 等 に よる 集中 治療 を 行う こと が ある 。 国内 
で 承認 よさ まれ て いる 医薬 品 と し て 、 レ ム デ シビ ル 、 デ キサ メタ ゾン 、 
バリ シ チ ニ プ ブ 、 カ シリ ビ マ プ ブ グ イム デビ マブ プ ブ 及 び ソ トロ ビビ マブ プ ブ が 
ある 。 患 者 に よっ て は 、 呼 吸 器 や 全身 症状 等 の 症状 が 遷延 し た り 、 
新た に 症状 が 出現 する こと (いわ ゆる 後遺 症 ) が 報告 され て いる 
新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 と 診断 され た 人 の うち 重症 化し や すい 
の は 、 高 齢 者 と 基礎 疾患 の ある 方 、 一 部 の 妊娠 後期 の 方 で あり 、 重 
症 化 の リス ク と な る 基礎 疾患 等 に は 、 慢 性 閉塞 性 肺 疾患 (CO0PD)、 
慢性 腎臓 病 、 糖 尿 病 、 高 血圧 、 心 血管 疾患 、 肥 満 、 喫 煙 等 が ある 。 
ワク チン 接種 を 2 回 受け る こと で 、 I で きる 。 
重症 化す る 人 の 割合 や 死亡 する 人 の 割合 は 年 齢 に よっ て 異な り 、 
高齢 者 は 高く 、 若 者 は 低い 傾向 に ある 。 NS 
で に 診断 され た 人 に お いて は 、 重 症 化 する 人 の 割合 は 約 1.6% (50 
歳 代 以下 で 0.3%、60 歳 代 以上 で 8.5%)、 死 亡 す る 人 の 割合 は 、 
約 1.0% (50 歳 代 以下 で 0.06%、60 歳 代 以上 で 5.7%) と な っ て 
いる 。 な お 、 季 節 性 イン フル エン が ザ の 国内 に お ける 致死 率 は 0.02- 
0.03% と 報告 され て お り 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 は 、 季 節 性 イ 
ン フ ル エ ン ザ に か か っ た 場合 に 比 し て 、 致 死 率 が 相当 程度 高く 、 
国民 の 生命 及び 健康 に 著しく 重大 な 被害 を 与え る お それ が ある 。 





































































































































































































診断 に は リア ル タ イ ム RT-PCR 等 の 核酸 検出 検査 や 抗原 検査 が 


用 いら れる 。 


























・ 新 型 コ ロナ ウイ ルス は 約 2 週 間 で 1 か 所 程度 の 速度 で その 塩基 が 
変異 し て いる と 考え られ て お り 、 新 た な 変異 株 が 世界 各地 で 確認 
感染 力 が 強く 、 従 来 株 より 免疫 や ワク チン の 効 
果 を 低下 させ る 可能 性 が 指摘 され て いる B.1.617.2 系 統 の 変異 株 
(デル タ 株 ) に 全国 的 に 置き 換 わ っ た と 考え られ て いる が 、 引 き 
続き 、 厚 生 労 働 省 と 国立 感染 症 研 究 所 に お いて 、 ゲ ノム サー ベイ 
ラン ス を 通じ た 変異 株 の 発生 動向 の 監視 を 行っ て いる 。 





され て いる 。 現 在 、 





な お 、 我 が 国 に お いて は 、 令 和 2 年 
確認 され た 後 、 令 和 3 人 
感染 者 、18.328 人 の 死亡 者 が 確 





(2 ) 感染 拡大 防止 の これ まで の 取組 


















































1 月 15 














日 に 最初 の 感染 者 が 











FE 11 月 17 日 まで に 、 合 計 1,721,342 人 の 
認 さ れ て いる 。 





これ まで の 感染 対策 に お いて は 、 基 本 的 な 感染 対策 を 推進 する こ 
と に 加え 、 専 門 家 の 分 析 等 で 感染 リス ク が 高い と され た 飲食 の 場面 


を 極力 回 避 す る た め 、 飲 食 店 の 時 短 営業 及び 酒類 提供 の 停止 の 措置 


















































を 講じ て きた 。 同 時 に 、 人 流 や 人 と の 接触 機会 を 
外出 ・ 移 動 の 自 束 、 イ ベン ト 及 び 大 規模 集客 施設 へ の 時 短 要請 等 の 












































取組 を 進め て きた 。 ま た 、 検 















































削減 する 観点 か ら 、 




















・ サ ー ベ イラ ンス の 強化 、 積 極 的 疫学 


調査 等 に よる クラ スタ ー (患者 間 の 関連 が 認め られ た 集団 。 以下 「 ク 
ラス ター」 と いう 。) 対策 、 水 際 対 策 を 含む 変異 株 対策 等 の 取組 を 実 

















施し て きた 。 





特に 、 令 和 3 年 3 月 下旬 以降 は 、 


に よる 急速 な 感染 拡大 に 対し 、 令 和 3 





より 感染 力 の 強い 変異 株 の 出現 


F 2 月 3 








ン フ ル エ ン ザ 等 対策 


法律 第 5 号 ) に よる 改正 後 の 法 で 創 























特別 措置 法 等 の 一 部 を 改正 する 法律 ( 令 和 3 年 
設 さ れ た まん 延 防止 等 重点 措置 




















日 に 成立 し た 新型 イ 




















区 域 (以下 「 重 点 措置 区 域 |] と いう 。) に お ける 機動 的 な 対策 、 ゴ ー 

















ルデン ウィ ー ク 期間 中 の イベ ント の 無 観客 開催 、 大 規模 集客 施設 の 
休業 等 の 集中 的 な 対策 を は じ め 、 




















度 重なる 強い 措置 を 








し で きだ 




















ム 











緊急 委 


7 だき 


上 月 


バン 


務 宣言 
強い 感 





等 の 下 で 、 全 国 的 に 
染 力 を 持つ 変異 株 が 





出現 し 、 そ れ ま で の 飲食 へ の 対策 、 




















人 流 抑制 の 取組 の ほか 、 再 度 の 感 


染 拡 大 の 予兆 や 感染 源 を 早期 に 探 和 する た め 、 検 査 を 大 幅 に 強化 す 
お ける 感染 対策 を 強化 する 観点 
場合 に 、 早 期 に 陽性 者 を 発見 す 
る こと が で きる よう 、 抗 原 簡易 キッ ト の 配布 を 行っ て きた 。 さ ら に 
に つなげ る 取組 も 実施 し て き 





る と と も に 、 高 齢 者 施設 等 や 学校 に 
か ら 、 軽 定 で あっ て も 症状 が 現れ た 





健康 観察 アプ リ を 活用 し 、 早 期 に 検 
だ 。 

































































(3) ワク チン 接種 の 進展 と これ に 伴う 患者 像 の 変化 





ワク チン に つい て は 、 令 和 3 年 2 月 に 医療 従事 者 向け 接種 を 開始 
し 、 同 年 4 月 に 高齢 者 向け 接種 を 開始 















































、 同年 5 月 か ら 本 格 的 ( 



































を 進 同年 4 月 末 に は 医療 従事 


に 接種 








の 接種 会 場 へ の 派遣 を 可能 に す 























る ほか 、 接 種 費用 へ の 時 間 外 ・ 休 日 加算 相当 分 の 上 乗せ や 接種 





























の 多い 施設 へ の 支援 の 措置 に より 、 
































で 接種 を 進め る こと が で き 、 同 年 7 月 末 に は 





回 接種 を お お むね 完了 し た 。 地方 公共 
企業 等 に よる 職域 接種 等 を 行う こと に 





回 | 数 


1 日 100 万 回 を 超 カ える スピ ー ド 

















希望 する 高齢 者 へ の 2 


oo 
、 同 年 10 0 に 供 




















給 さ れ た ワク チン は CE 達 し 








ワク テン の 総 接 衝 回 数 は 、 令 和 3 年 











11 月 17 日 現在 で 1 億 











万 回 を 超え 、 2 回 目 接種 を 終え た 方 は 7 割 を 超え て いる 。 





ワク チン 接種 に つい て は 、 感 染 拡大 防止 








た 。 
9,000 


上 、 発 症 予 防 、 重 症 化 予防 の 


効果 が 期待 され て お り 、 海 外 で は 一 定 の 感染 予防 効果 を 示唆 する 報 




















告 も 見 られ る 。 日 本 に お ける 発症 予防 効果 に つい て は 、 


クチ ジ 2 


回 接種 14 日 以降 で 87% 程 度 と する 報告 が ある 。 最も 重症 化 リ スク 




















の 高い 群 で ある 高齢 者 の 約 9 割 が 2 回 接種 
染 者 数 の 増加 に 比べ 、 重 症 者 数 、 死 亡者 











る 。 


直近 で は 、 こ うし た こと に 加え 、 感 染 者 
齢 者 の 割合 が 低下 し て お り 、 患 者 像 に 変化 が 見 られ る 。 ま た 、 医 療 提 














1 


供 体 制 の 強化 が 進め られ る と 同時 に 

















つき 


和 抗 体 楽 が 利用 可能 と な る な ど 、 選 択 肢 が 確実 に 増え て き て いる 。 




















E を 終え た こと も あり 、 感 
数 の 増加 は 少な く な っ て い 


数 や 死亡 者 数 に 占め る 高 





陽性 者 の 治療 に つい て は 、 中 




















今後 、 若 年 層 の ワク チン 接種 
感染 者 や 重症 者 は 抑え られ る と 期待 され る ほか 、 

















化 予防 効果 も 一 定 程 度 期 待 さ れる 一 方 、 
合 に は 、 感 染 者 全体 に 占め る 高齢 
れる こと 、 ワ クタ クチン 接種 後に も 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 と 


れる 症例 が ある こと 、 
能 性 や 免疫 の 減衰 の 
要 で ある 。 


時 2 負 


京 2 諸 





(4) 医療 提供 体制 の 強化 

















の 進展 に 











より 、 令 和 3 年 夏 と 比べ て 、 
中 和 抗 体 薬 の 重症 


更 な る 感染 拡大 が 生じ た 場 











ワク チン の 効果 に つい て 、 


を 踏ま え 、 引 





者 の 割合 が 再び 上 昇 す る と 考え ら 


診断 さ 
変異 株 の 出現 の 可 
き 続 き 基 本 的 な 感染 対策 が 重 








テー 


医療 提供 体制 の 強化 に 





つい て は 、 令 和 3 年 


7 月 以降 も 全国 で 約 





4,800 9 14,000 室 の 宿泊 療養 施 











設 を 確保 する な ど 、 


これ 


まで 各 都 道 


こ お い て 、 感 染 拡大 の 経験 





Lo られ て きた 。 














また 、 病 床や ホテ ル 等 
0 
寺 に 確実 に 酸素 投与 や 治療 に つなげ る 体制 の 整備 、 


う 場合 の 診療 
Information-S 





染 者 等 情報 把握 
































を の 宿泊 療養 施設 
の 整備 、 酸素 濃縮 装 









































本 制 の 整備 や 、 

















管理 支援 シス テム ) 【 


記 。 * 








の 確保 に 加え 、 
赴 の 確保 を 進め 、 症 状 悪化 


haring System on COVID-19 : 
お ける MyHER-SYS (陽性 
oN ER RRR OR を 入力 


を 踏ま えた 医療 提供 体制 








臨時 の 医療 











自宅 療養 等 を 行 























HER-SYS (Health Center Real-time 


新型 コロ ナウ イル ス 感 



































する 健康 管理 機能 ) 等 の 導入 の 推進 に よる 健康 観察 体制 の 整備 が 進 
め ら れ て きた 。 政 府 と し て も 、 往 診 や 訪問 診療 、 訪 問 赴 護 の 診療 報酬 














の 評価 の 拡充 等 を 行っ て きた 。 
軽症 か ら 中 等 症 





























(| ) の 患者 を 投与 対象 と する 初め て の 治療 薬 と 


て 令 和 3 年 7 月 19 日 【 

















に 特例 承認 が な され た 中 和 抗 体 薬 「 カ シリ ビ 


マラ ジィ 導 デ ビッ マデ | に つい て は 、 短 期 入院 に 
観察 体制 の 確保 等 の 一 定 の 要件 を 満た し た 医療 機関 に 
者 に 対す る 外来 ・ 往 診 で の 投与 等 の 取組 
日 現在 で 約 37.000 人 に 




















い る 。 





よる 投与 や 投与 後 の 
よる 自宅 療養 


























を 進め て お り 、 同 年 11 月 18 





ご 使用 ぎれ で いる 。 ま た 、 同 年 9 月 27 日 に は 、 
中 和 抗 体 楽 「 ソ トロ ビ マ ブ ]」| も 特例 承認 され 、 医 療 現場 に 

















こ 供 給 さ れ て 


(5) 令 和 3 年 9 月 の 感染 収束 














令 和 3 年 7 月 か ら の 感染 拡大 期 は 、 感 染 力 の 強い デル タ 株 へ の 置 
き 換 わり に より 、 こ れ ま で に 比べ 陽性 者 数 に お いて 非常 に 大 き な も 




















の で あっ た が 、 同 年 8 月 20 日 に 全国 で 1 





























日 当たり 25,975 名 の 新規 

















陽性 者 を 記録 し た 後に 、 急 速 に 減少 し た 。 























同年 9 月 の 感染 収束 に つ 





いて は 、 こ れ ま で の 国民 や 事業 者 の 感染 対策 へ の 協力 、 夜 間 滞 留 
口 の 減少 、 ワ クチ ン 接 種 率 の 向上 、 医 療 機関 や 高齢 者 施設 の クラ ス 








ター 感染 の 減少 等 に よる も の と 考え られ る 
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令 和 3 年 9 月 28 日 に 、 感 染 状 況 や 医療 提供 体制 ・ 公 衆 衛生 体制 に 
































対す る 負荷 の 状況 に つい て 分 析 ・ 評 価 を 行い 、 全 





















































て の ミ 
区 域 (北海 道 、 茨 城 県 、 栃 木 県 、 群 馬 県 、 埼 玉 県 、 千 葉 県 、 東 京都 、 





























神奈 川 県 、 岐 阜 県 、 静 岡 県 、 愛 知 県 、 三 重 県 、 滋 賀 県 、 京 都 府 、 大 阪 
































府 、 兵 庫 県 、 広 島 県 、 福 岡 県 及び 沖縄 県 ) が 

















急 事 態 措置 区 域 に 該当 











茶 
し な いこ と と な っ た た め 、 緊急 事 態 措 置 を 実施 すべ き 期 間 と され て 
































いる 同月 30 日 を も っ て 緊急 事態 措置 を 終 
自 


























量 島 県 、 石 川 県 、 岡 山県 、 香 




















また 、 全 て の 重点 措置 区 域 (宮城 ! 
川 県 、 熊 本 県 、 宮 崎 県 及び 鹿児島 
置 を 実施 すべ き 期 間 と され て いる 















































県 ) に つい て 、 ま ん 延 防止 等 重点 措 
令 和 3 年 9 月 30 日 を も っ て まん 
延 防止 等 重点 措置 を 終了 する 旨 の 公示 を 行っ た 。 

















その 際 、 今 後 、 ワ クチ ン 接 種 を 一 層 進 捗 させ 、 医 療 提供 体制 を も う 








一 段 整備 し 、 感 染 拡 大 に 対す る 社会 の 耐 司 





























E を 高め な が ら 、 感 染 対 策 


と 日 常 生 活 を 両立 させ る こと を 基本 と し て 、 政 策 を 展開 し て いく 
こと と し た 。 また 、 感 染 の 再 拡 大 が 見 られ る 場合 に は 、 速 や か に 効果 





























的 で 強い 感染 対策 等 を 講じ る も の と し た 。 




















二 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 の 対処 に 関す 


る 全般 的 な 方 針 





新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 の 次 の 感染 拡大 に 備え 、 当 面 、 ワ クチ ン 
接種 、 検 査 、 治 療 薬 等 の 普及 に よる 予防 、 発 見 か ら 早 期 治療 まで の 流 
















































































れ を 更に 強化 する と と も に 、 最 悪 の 事態 を 想定 し た 対応 を 行う 。 
この た め 、 デ ル タ 株 へ の 置き 換わり 等 に よる 令 和 3 年 夏 の ピー ク 時 
に お ける 急速 な 感染 拡大 に 学び 、 今 後 、 感 染 力 が 2 倍 (若年 者 の ワク 















































チン 接種 が 70% ま で 進展 し 、 そ れ 以外 の 条件 が 令 和 3 年 夏 と 同一 で あ 





る 場合 と 比較 し 








、 新 た な 変異 株 の 流行 や 生活 行動 の 変化 等 に よる 、「 令 





和 3 年 夏 の 実質 2 倍 程度 の 感染 拡大 が 起こ る よう な 状況 ]) と な っ た 場 











合 に も 対応 で き 
治療 薬 の 確保 を 











こう し た 取組 








る よう 、 医 療 提供 体制 の 強化 、 ワ クチ ン 接 種 の 促進 、 
進め る 。 
に より 、 重 症 化 する 患者 数 が 抑制 され 、 病 床 ひ っ 人 迫 が 

















これ まで より 生じ に くく な り 、 感 染 拡 大 が 生じ て も 、 国 民 の 命 と 健康 














を 損なう 事態 を 
変化 を 踏ま え 、 
能 と する 新た な 





その 上 で 、 感 染 力 が 2 倍 を 大 きく 超え 、 例 えば 感染 が 3 倍 (若年 
者 の ワク チン 接種 が 70% ま で 進展 し 、 そ れ 以 外 の 条件 が 令 和 3 年 夏 と 
同一 で ある 場合 





に よる 、「 令 和 3 


と な り 、 医 療 が 


は 、 強 い 行 動 制 
いて 、 新型 コロ 





回 避 す る こと が 可能 と な る 。 今後 は 、 こ うし た 状況 の 
感染 リス ク を 引き 下げ な が ら 経 済 社会 活動 の 継続 を 可 
日 常 の 実現 を 図る 。 
































と 比較 し 、 新 た な 変異 株 の 流行 や 、 生 活 行動 の 変化 等 
年 夏 の 実質 3 倍 程 度 の 感染 拡大 が 起こ る よう な 状況 ]」) 
ひっ 迫 す る な ど 、 そ れ 以 上 の 感染 拡大 が 生じ た 場合 に 
限 を 機動 的 に 国民 に 求め る と と も に 、 政 府 の 責任 に お 
ナウ イル ス 感 染 症 以外 の 通常 医療 の 制限 の 下 、 緊 急 的 
























































な 病床 等 を 確保 する た め の 具 体 的 措置 を 講じ る 。 


(1) 医療 提供 











体制 の 強化 














今後 の 医療 提供 体制 に つい て は 、 次 の 点 を 重点 と し て 取り 組む 。 
今後 、 感 染 力 が 2 倍 と な っ た 場合 に も 対応 で きる よう 、 ワ クチ ン 
































接種 の 進展 


等 に よる 感染 拡大 の 抑制 効果 等 も 勘案 し つつ 、 入 院 を 














必要 と する 方 が 、 ま ず は 迅速 に 病床 又は 臨時 の 医療 施設 等 に 受け 
入れ られ 、 確 実に 入院 に つなげ る 体制 を 整備 する こと 。 






































全て の 自宅 ・ 宿 泊 療養 者 に つい て 、 陽 性 判明 当日 な いし 翌日 に 連 
絡 を と り 、 健 康 観 察 や 診療 を 実施 で きる 体制 を 確保 する こと 。 
感染 拡大 時 に 臨時 の 医療 施設 等 が 円 滑 に 稼働 で きる よう 、 医 療 人 
材 の 確保 、 配 置 調整 を 担う 体制 を 構築 する こと 。 


医療 体制 の 稼働 状況 を 医療 機関 等 1 


















































青 報 支援 シス テム (Gathering 














Medical Information System : G-MIS) や レセ プ ト デ ー タ 等 を 活用 


し て 徹底 的 


に 「 見 える 化 」 する こと 。 





(2 ) ワク チン 接種 の 促進 
新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 の 感染 拡大 を 防止 し 、 発 症 を 予防 し 、 
死亡 者 や 重症 者 の 発生 を で きる 限り 減ら す た め 、 迅 速 な ワク チン の 
接種 を 進め る 。 ワ クチ ン 接 種 の 進捗 に つい て は 、 令 和 3 年 11 月 中 に 
内 追加 接種 が 
開始 され る 同年 12 月 以降 も 、 若 年 9 90 の 同上 二 
に 対す る 接種 機会 を 確保 し 、 a また 、 感 染 拡 大 防止 及 
Re 
し た 追加 接種 対象 者 の うち 、 接 種 を 希望 する 全て の 方 が 接種 を 受け 
られ る よう 、 体 制 を 確保 すべ く 戦 略 的 に 取り 組む 。 
12 歳 未 満 の 子供 に 対す る ワク チン 接種 に つい て は 、 安 全 性 ・ 有 効 
性 を 確認 し た 上 で 、 そ の 効果 、 リ スク 等 に つい て 、 厚 生 科 学 審議 会 で 
議論 し 、 接 種 を 開始 する 。 




































































































































































(3 ) 治療 薬 の 確保 

新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 の 治療 薬 に つい て は 、 国 産経 口 薬 を 含 
む 治 療 楽 の 開発 費用 を 支援 し 、 経 口 薬 に つい て 信和 3 年 内 の 実用 化 
を 目指 す 。 

また 、 人 今冬 を は じ め 中 期 的 な 感染 拡大 に お いて も 、 軽 症 か ら 中 等 
症 の 重症 化 リ スク を 有する 者 が 確実 に 治療 を 受け られ る よう に する 
た め 、 治 療 薬 の 作用 する 仕組 みや 開発 ステ ー ジ は 様々 で ある こと も 
考慮 し て 、 複 数 の 治療 薬 (中 和 抗 体 薬 、 経 口 薬 ) の 確保 に 向け て 取り 
組む 。 






































( 4 ) 感染 防止 策 

感染 拡大 の 防止 の 基本 は 、 個 々 人 が 「 三 つの 密 」 の 回 避 、 人 と 人 と 
の 距離 の 確保 、 マ スク の 着用 、 手 洗い 等 の 手指 衛生 、 換 気 等 の 基本 的 
な 感染 対策 を 徹底 する こと で あり 、 加 えて 、 政 府 及び 地方 公共 団体 
が 積極 的 ・ 戦 略 的 な 検査 と 積極 的 疫学 調査 に より 、 感 染 拡大 の 起点 
と な っ て いる 場所 や 活動 を 特定 し て 効果 的 な 対策 を 講じ る こと 、 さ 




























































































ら に 、 
重要 で ある 。 


政府 は 、 こ れ ま で の 感染 


知見 を 踏ま ほえ 、 よ り 効 果 的 な 感染 





府県 は 、 感 染 の 拡大 が 語 


忠 め られ る 場合 


感染 状況 に 応じ て 、 人 流 や 人 と の 接触 機会 を 


拡大 期 の 経験 や 国内 外 の 様々 な 研究 


削減 する こと が 





ワ ロ 等 の 





防止 策 等 を 














生じ てい く 。 ま た 、 都 道 














に 、 政 





















































府 と 密接 に 連携 し な が 


接 






























































































































































ら 、 速 や か に 効果 的 な 感染 対策 等 を 講じ る も の と する 。 

法 第 32 条 第 1 項 に 規定 する 事態 が 発生 し た と 認め る と き は 、 緊 急 
事態 宣言 を 発出 し 、 法 第 45 条 等 に 基づき 必要 な 措置 を 講じ る 。 ま た 
法 第 31 条 の 4 第 1 項 に 規定 する 事態 が 発生 し た と 認め る と き は 、 ま 
ん 延 防止 等 重点 措置 と し て 法 第 31 条 の 6 に 基づき 必要 な 措置 を 計 
じ る 。 

栓 急 事態 措置 区 域 及 び 重 点 措置 区 域 等 に お いて は 、 飲 食 店 の 営業 
時 間 短縮 、 イ ベン ト の 人 数 制限 、 の の 生き 
2 感染 防止 策 を 講じ る と と も に 、 第 三 者 認証 制度 や 別 












































余 定 め る ワク チン ・ 検 


パッ ケー ジ 制 度 ]」 と いう 。) 等 を 活用 し 、 

















パッ ケー ジ 制 度 (以下 単に 
































「 ワ クチ ン ・ 検 

















感染 拡大 を 防止 し な が ら 、 
に 取り 組 


NR EO むものとする 。 












































た だ し 、 感 染 が 急速 に 拡大 し 、 医 療 提 供 体制 の ひっ 迫 が 見 込ま れる 
場合 等 に お いて は i 県 の 判断 で 、 ワ クチ ン ・ 検 査 パ ッ 
ケー ジ 制 度 等 を きい すら こと を す 

上 記 の 緊急 事態 宣 言 の 発出 等 に つい て は 、 以 下 の と お り 取 り 扱 う 。 
1 ) 緊急 事態 宣言 の 発出 及び 解除 
令 和 3 年 11 月 8 日 の 新型 イン フル エン ザ 等 対策 推進 会 議 新型 コ 





























TARR EN ANN MR 2 の 0 9 6 ) 提 


















































に お いて 、 都 道府県 ご と に 感染 の 状況 や 医療 の ひっ 人 迫 の 状況 等 を 
NRN ) 類 が 示さ れ た 。 この 提言 を 踏ま え 、 
今後 、 i の 発出 及び 解除 (緊急 事態 措置 区 域 の 追加 及び 
除外 を 含む 。) の 判断 に 当たっ て は 、 以 下 を 基本 と し て 判断 する こと 
と する 。 

(緊急 事態 宣言 発出 の 考え 方 ) 





国内 で の 感染 拡大 及び 医療 提供 体制 ・ 公 衆 衛生 体制 の ひっ 人 迫 の 状 
況 (特に 、 コ ロナ 分 科 会 提言 に お ける レベ ル 3 相当 の 対策 が 必要 な 
地域 の 状況 等 ) を 踏ま えて 、 全 国 的 か つ 急 速 な まん 延 に より 国民 生 
活 及 び 国 民 経 済 に 甚大 な 影響 を 及ぼ す お それ が ある か 否 か に つい て 、 
政府 対策 本 部 長 が 新型 イン フル エン ザ 等 対策 推進 会 議 基本 的 対処 方 
針 分 科 会 (以下 「 基 本 的 対処 方 針 分 科 会 ] と いう 。) の 意見 を 十分 踏 
まえ た 上 で 、 総 合 的 に 判断 する 。 な お 、 緊 急 事 態 措置 区 域 を 定め る に 
当たっ て は 、 都 道府県 間 の 社会 経済 的 な つなが り 等 を 考慮 する 。 
(緊急 事態 宣言 解除 の 考え 方 ) 

国内 で の 感染 及び 医療 提供 体制 ・ 公 衆 衛生 体制 の ひっ 追 の 状況 ( 特 
に 、 緊急 事 態 措置 区 域 が 、 コ ロナ 分 科 会 提言 に お ける レベ ル 2 相当 
の 対策 が 必要 な 地域 に な っ て いる か な ど ) を 踏ま えて 、 政府 対策 本 
RN OR 















































































































































な お 、 生生 














2 ) まん 延 防止 等 重点 措置 の 実施 及び 終了 

まん 延 防止 等 重点 措置 の 実施 及び 終了 に つい て は 、 令 和 3 年 11 月 
8 日 の コロ ナ 分 科 会 提言 を 踏ま ほえ 、 以 下 を 基本 と し て 判断 する こと 
と する 。 

(まん 延 防止 等 重点 措置 の 実施 の 考え 方 ) 

都 道 府 県 の 特定 の 区 域 に 昌和 N が 拡大 し 、 当 該 都 道府県 全域 
に 感染 が 拡大 する お それ が あり 、 SN 
I る め ら れる 以下 の よう な 場合 
9 部 長 が 基本 的 対処 方 針 分 科 会 の 意見 を 十分 踏ま えた 

、 総 合 的 に 判断 する 。 

の 県 が レベ ル 3 相当 の 対策 が 必要 な 地域 の 状況 に な っ て いる 

場合 

都 道 府 県 が レベ ル 2 相当 の 対策 が 必要 な 地域 に お いて 、 当 該 都 : 

府県 の 特定 の 区 域 に お いて 感染 が 急速 に 拡大 し 、 都 道府県 全域 に 

感染 が 拡大 する お それ が ある と 認め られ る 場合 













































































mi 





10 











都 道 府 県 が レベ ル 2 相当 の 対策 が 必要 な 地域 に お いて 、 感 染 が 減 
少 傾 向 で あっ て も 、 当該 都 道府県 の 特定 の 区 域 に お いて 感染 水準 
が 高い 又は 感染 が 拡大 し て いる な ど 、 感 染 の 再 拡 大 を 防止 する 必 
要 性 が 高い 場合 
(まん 延 防止 等 重点 措置 の 終了 の 考え 方 ) 
都 道 府 県 の 感染 及び 医療 提供 体制 ・ 公 衆 衛生 体制 の ひっ 迫 の 状況 
(特に 、 ま ん 延 防止 等 重点 措置 を 実施 し て いる 区 域 の 感染 状況 が 、 
都 道 府 県 全 域 に 感染 を 拡大 させ る お それ が な い 水 準 か な ど ) を 踏ま 
えて 、 政 府 対策 本 部 長 が 基本 的 対処 方 針 分 科 会 の 意見 を 十分 踏ま え 
た 上 で 、 総 合 的 に 判断 する 。 















































































































































3 ) 岩手 緊急 事態 宣言 の 発出 及び 解除 

岩手 県 に お ける 新た な レベ ル 分 類 の 判断 基準 に つい て は 、 別 表 
の と お り と し 、 県 は 、 感 染 拡 大 期 に お いて は レベ ル 3 に 至ら な いよ 
うに する こと を 目的 と し て 、 岩 手 緊 急 事態 宣言 を 発出 する 。 


(岩手 緊急 事態 宣言 発出 の 考え 方 ) 

県 内 に お いて 、 感染 拡大 の 傾向 が ある と 認め られ る 以下 の 場合 
に 、 医 療 提供 体制 や ヤク ラス ター の 発生 状況 等 を 踏ま えて 、 県 対策 本 
部 長 が 総合 的 に 判断 する 。 

県 内 の 直近 1 週間 の 対人 口 10 万 人 当たり の 新規 感染 者 数 
が 、15 人 を 超え た 場合 


(岩手 緊急 事態 宣言 解除 の 考え 方 ) 


踏ま えて 、 以 下 の よ うな 場合 に 県 対策 本 部 長 が 総合 的 に 判断 する 。 
県 内 の 直近 1 週間 の 対人 口 10 万 人 当たり の 新規 感染 者 数 
が 、10 人 を 下回っ た 場合 
新規 感染 者 数 の 減少 傾向 が 2 週間 程度 継続 し た 場合 
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4 ) 岩手 警戒 宣言 の 発出 及び 解除 
(岩手 警戒 宣言 発出 の 考え 方 ) 
県 内 に お いて 、 感染 リス ク が 高まっ て いる と 認め られ る 以下 
対策 本 部 長 が 総合 的 に 判断 する 。 


の よう な 場合 等 に 県 
大 都市 園 や 隣県 に お いて 感染 が 拡大 し て いる 場合 


県 内 に お いて 感染 拡大 の 兆候 が 見 られ る 場合 
県 内 に お いて 感染 拡大 が 懸念 され る 新た な 変異 株 が 確認 
れ た 場合 


(岩手 警戒 宣言 解除 の 考え 方 ) 
県 内 に お いて 、 上 記 の 岩手 警戒 宣言 発出 の 事由 が 無く な っ た 
と 認め られ る 場合 等 に 県 対策 本 部 長 が 総合 的 に 判断 する 。 




















関す る 重要 事項 
に 関す る 取組 





























三 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 対策 の 実施 に 
二 の 全 般 的 な 方 針 を 踏ま え 、 主 と し て 以下 の 重要 事項 












































































































































を 進め る 。 
(1 ) 情報 提供 ・ 共 有 
① 政府 は 、 地 方 公共 団体 と 連携 し つつ 、 以 下 の 点 に つい て 、 国 民 の 
共感 が 得 ら れる よう な メッ セー ジ を 発出 する と と も に 、 状 況 の 変 
化 に 即応 し た 情報 提供 や 呼び か け を 行い 、 和合 動 変容 に 資す る 徐 発 
を 進め る と と も に 、 冷 静 な 対応 を お 願い する 。 
発生 状況 や 患者 の 病態 等 の 臨床 情報 等 の 正確 な 情報 提供 。 
国民 に 分 か りや すい 疫学 解析 情報 の 提供 。 
体制 に 関す る 分 か りや すい 形 で の 情報 





























医療 提供 体制 及び 検 
染 状 況 が 悪化 し 、 医 療 提供 体制 が ひっ 迫 し た 
分 か りや すい 形 で 示す こと 。 


oe 特に 、 感 
合 に は 、 そ の 影響 を 具体 的 に 
a つい て の 正確 で 分 か りや すい 情報 の 提供 。 

「 マ スク の 


















































「 三 つの 密 ]」 の 回 避 や 、「 人 と 人 と の 距離 の 確保 ]」、 
衛生 」、「 換 気 ] を は じ め と し た 基本 的 
生活 様式 ] 








「 手 洗い 等 の 手指 衛 
感染 拡大 を 予防 する 「 新 し い ヨ 














着 用 」、 
な 感染 対策 の 徹底 等 、 
の 定着 に 向け た 周知 。 
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業種 別 ガ イド ライ ン 等 の 実践 。 特 に 、 飲 食 店 等 に つい て 、 第 三 
者 認証 を 取得 し て いる 飲食 店 等 を 利用 する よう 、 促 すこ と 。 
風邪 症状 等 体調 不良 が 見 られ る 場合 の 休暇 取得 、 学 校 の 欠席 、 
外出 自粛 等 の 呼び か け 。 

感染 リス ク を 下げ る た め 、 医 療 機関 を 受診 する 時 は 、 あ ら か じ 
め 厚 生 労 働 省 が 定め る 方 法 に よる 必要 が ある こと の 周知 。 
新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 に つい て の 相談 ・ 受 診 の 考え 方 を 分 
か りや すく 周知 する こと 。 

感染 者 ・ 濃 厚 接 触 者 や 、 診 療 に 携わっ た 医療 機関 ・ 医 療 関係 者 
その 他 の 対策 に 携わっ た 方 々 に 対す る 誤解 や 偏見 に 基づく 差別 
























































を 行わ な いこ と の 呼び か け 。 
従業 只 及 び 学 生 の 健康 管理 や 感染 対策 の 徹底 に つい て の 周知 。 
接触 確認 アプ リ (COVID-19 Contact-Confirming Application : 
COCOA) の イン スト ー ル を 呼び か ける と と も に 、 陽 性 者 と の 接 



































触 通 知 が あっ た 場合 に お ける 適切 な 機関 へ の 受診 の 相談 や 陽性 
者 と 診断 され た 場合 に お ける 登録 の 必要 性 に つい て の 周知 。 あ 

















わせ て 、 地 域 独 自 の 二 次 元 バー コー ド (以下 「OR コー ド 」 とい 

う 。) 等 に よる 通知 シス テム 等 の 利用 の 呼び か け 。 
② 政府 は 、 広 報 担当 官 を 中 心 に 、 
労働 省 等 関係 省庁 の ウェ ブサ イト へ の リン ク を 紹介 する な ど し て 
有機 的 に 連携 きせ 、 か つ 、 ソ ー シ ャ ルネ ッ ト ワ ー キ ング サー ビス 
(SNS) 等 の 媒体 も 積極 的 に 活用 する こと で 、 迅 速 か つ 積極 的 に 国 




















民 等 へ の 情報 発信 を 行う 。 








③ 政府 は 、 民 間 企 業 等 と も 協力 し て 、・ 





官邸 の ウェ ブサ イト に お いて 厚生 








請 報 が 必ず し も 届い て いな い 

















層 に 十分 な 情報 が 行き 届く よう 、 丁寧 な 情報 発信 を 行う 。 

















④ 厚生 労働 省 は 、 感 染 症 や クラ スタ ー の 発生 状況 に つい て 迅速 に 情 


報 を 公開 する 。 
































⑤ 外務 省 は 、 全 世界 で 感染 が 拡大 し て いる こと を 踏ま え 、 各 国 に 滞 
在 す る 邦人 等 へ の 適切 な 情報 提供 、 支 援 を 行う 。 




















⑥ 政府 は 、 検 疫 所 か ら の 情報 提 





























に 加え 、 企 業 等 の 海外 出張 又は 長 





期 の 海外 滞在 の ある 事業 所 、 留 学 や 旅行 機会 の 多い 大 学 等 に お い 








て も 、 帰 国 者 へ の 適切 な 情報 胡 
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E 供 を 行い 、 渡 航 の 是非 の 判断 ・ 確 認 
























































II 
『 


や 、 帰 国 者 に 対す る 14 日 間 の 外出 自粛 の 要請 等 の 必要 な 対策 を 
じ る よう 周知 を 図る 。 

⑦ 政府 は 、 国 民 、 在 留 外 国人 、 外 国人 旅行 者 及び 外国 政府 に 対し 、 
帰国 時 ・ 入 国 時 の 手続 や 目的 地 ま で の 交通 手段 の 確保 等 に つい て 
適切 か つ 迅 速 な 情報 提供 を 行い 、 国 内 で の まん 延 防止 と 風評 対策 
に つなげ る 。 また 、 政 府 は 、 日 本 の 感染 対策 や 感染 状況 の 十分 な 理 
解 を 上 醸成 する よう 、 諸 外国 に 対し て 情報 発信 に 努め る 。 

⑧ 地方 公共 団体 は 、 政 府 と の 緊密 な 情報 連携 に より 、 様 々 な 手段 に 
より 住民 に 対し て 地域 の 感染 状況 に 応じ た メッ セー ジ や 注意 喚起 








































































































を 行う 。 
⑨ 都 道 府 県 等 は 、 厚 生 労 働 省 や 専門 家 と 連携 し つつ 、 積 極 的 疫学 調 
に より 得 PP 今後 の 対策 に 資す る 知見 を ま と 






































め て 、 国 民 に 選 元 する よう 努め る 。 

⑩ 政府 は 、 今 般 の 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 に 係る 事態 が 行政 文書 
の 管理 に 関す る ガイ ドラ イン (平成 23 年 4 月 1 日 内 閣 総理 大 臣 決 
定 ) に 基づく 「 歴 史 的 緊急 事態 」 と 判断 され た こと を 踏ま えた 対応 
を 行う 。 地方 公共 団体 も 、 こ れ に 準じ た 対応 に 努め る 。 






































(2) ワク チン 接種 
政府 、 都 道府県 及び 市 町 村 は 、 以下 の よう に 新型 コロ ナウ イル ス 
感染 症 に 係る ワク チン 接種 を 行う も の と する 。 

① 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 に 係る ワク チン の 接種 目的 は 、 新 型 コ 
ロナ ウイ ルス 感染 症 の 感染 拡大 を 防止 し 、 発 症 を 予防 し 、 死 亡者 
や 重症 者 の 発生 を で きる 限り 減ら す も の と する 。 

② 予防 接種 に つい て は 、 予 防 接種 法 及 び 検 疫 法 の 一 部 を 改正 する 法 
律 ( 令 和 2 年 法律 第 75 号 ) に よる 改正 後 の 予防 接種 法 (昭和 23 

年 法律 第 68 号 ) に 基づく 臨時 接種 の 特例 と し て 、 厚 生 労 働 大 臣 の 
指示 の 下 、 都 道府県 の 協力 に より 市 町 村 に お いて 実施 する 。 

③ 予防 接種 の 実施 体制 等 に つい て は 、 令 和 3 年 2 月 9 日 の 「 新 型 コ 
ロナ ウイ ルス 感染 症 に 係る ワク チン 接種 に つい て 」 (内 閣 官 房 及 び 
厚生 労働 省 ) を 踏ま え 接種 を 円 滑 か つ 効 率 的 に 実施 する 観点 に 
立っ て 行う 。 
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④ 追加 接種 に 








つい て は 、2 回 目 接種 


g 完 了 か ら 原 則 8 か 月 以上 経過 し 


た 対象 と な る 18 歳 以上 の 方 の うち 、 接 種 を 希望 する 全て の 方 が 接 





接種 に 使用 す 
クチ ン の 種類 に 





HE 時 





で ある が 、 当 面 は 、 薬 事 承 認 

















種 を 受け られ る よう 、 体 制 を 確保 すべ く 戦 略 的 に 取り 組む 。 追加 





る ワク チン に つい て は 、 1 回 目 ・2 回 目 に 用 いた ワ 
か か わら ず 、mRNA ワク チン を 用 いる こと が 適当 





を 使用 する 。 ま た 、 追 加 接種 が 開 

















2 回 目 未 接種 











* さ れ て いる ファ イザ ー 社 製 ワ クチ ン 





始 さ れる 12 月 以降 も 、 1 回目 ・ 








に 対す る 接種 機会 を 確保 し 、 接種 を 促進 する 。 こ 





れ ら の 接種 ( i つい て 、 安 定 的 な 供給 を 行う 。 











⑤ 政府 は 、 追 加 
で 、 引 き 続 き 、 


⑧⑥ 12 歳 未 満 の 





接種 に つい て も 、 こ れ ま で の 接種 状況 も 踏ま えた 上 
各地 方 公共 団体 の 接種 会 場 や 、 職 域 (大 学 等 を 含 
む 。) に よる 接種 を 実施 する 。 








子供 

















に 対す る ワク チン 接種 に つい て は 、 安 全 性 ・ 有 








| その 効果 、 リ スク 等 に つい て 、 厚 生 科 学 審議 
会 で 議論 し 、 接 種 を 開始 する 。 
MR 合 の 救済 措置 や 副 反 応 
疑い 報告 等 に つい て 、 適 切 に 実施 




















⑧ 予防 接種 は 最終 的 に i 
か ら 、 予 防 接 種 に 当たっ て は 、 リ 





















































する 。 
断 で 接種 され る も の で ある こと 
スク と ベネ フィ ッ ト を 総合 的 に 





案 し 接種 の 判断 が で きる 情報 を 提供 する こと が 必要 で ある 。 








その 上 で 、 政 府 は 、 国 民 に 対し て 、 ワ クチ ン の 安全 性 及び 有効 





生 に つい て の 1 


























青 報 を 提供 する な ど 、 


的 確か つ 丁 寧 な か コミ ュ ニ ケー 





ショ ン 等 を 進め 、 幅 広く 予防 接種 へ の 理解 を 得る と と も に 、 国 民 が 




















自ら の 意思 で 接種 の 判断 を 行う こ 














と が で きる よう 取り 組む 。 











⑨ ワク チン に つい て 、 国 内 で 開発 ・ 生 産 が で きる 体制 を 確立 し て お 
く こ と は 、 危 機 管 理 上 も 極め て 重要 で あり 、 国 内 で の 開発 ・ 生 産 の 
































(3 ブラ 
① 感染 の 広がり 


基盤 整備 を 進め る 。 


ンス ・ 情 報 収集 



































を 把握 する た め に 必要 な 検査 を 実施 し 、 感 染 症 の 予 





防 及 び 感 染 症 の 患者 に 対す る 医療 に 
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関す る 法律 (平成 10 年 法律 第 





114 号 。 以下 「 感 染 症 法 」 と いう 。) 第 12 条 に 基づく 医師 の 届出 
等 に より その 実態 を 把握 する 。 
② 厚生 労働 省 及び 都 道 府 県 等 は 、 感 染 が 拡大 する 傾向 が み ら れ る 場 
合 は それ を 迅速 に 察知 し て 的 確 に 対応 で きる よう 、 戦 略 的 サー ベ 
イラ ンス 体制 を 整え て お く 必 要 が ある 。 
また 、 政 府 と 都 道 府 県 等 で 協 働 し て 今後 の 感染 拡大 局面 も 見 据 
えた 準備 を 進め る た め 、 厚 生 労 働 省 は 、 財 政 的 な 支援 を は じ め 必 要 
な 支援 を 行い 、 都 道府県 等 は 、 相 談 ・ 検 体 採取 ・ 検 査 の 一 連 の プロ 
セス を 通じ た 対策 を 実施 する 。 
③ 厚生 労働 省 は 、 医 療 機 関 や 保健 所 の 事務 負担 の 軽減 を 図り つつ 、 
患者 等 に 関す る 情報 を 関係 者 で 迅速 に 共有 する た め 、HER-SYS を 
活用 し 、 都 道府県 別 の 陽性 者 数 等 の 統計 デー タ の 収集 ・ 分 析 を 行 
うと と も に 、 そ の 結果 を 適宜 公表 し 、 よ り 効 果 的 ・ 効 率 的 な 対策 に 
活用 し て いく 。 
④ 文部 科学 省 及び 厚生 労働 省 は 、 学 校 等 で の 集団 発生 の 把握 の 強化 
を 図る 。 
⑤ 都 道 府 県 等 は 、 厚 生 労 働 省 や 専門 家 と 連携 し つつ 、 積 極 的 疫学 調 
に より 、 個 々 の 濃厚 接触 者 を 把握 し 、 健 康 観 察 、 外 出自 粛 の 要請 
等 を 行う と と も に 、 感 染 拡 大 の 規模 を 適 確 に 把握 し 、 適 切な 感染 
対策 を 行う 。 そ の 際 、 よ り 効 果 的 な 感染 拡大 防止 に つなげ る た め 
厚生 労働 省 は 、HER-SYS に よる 地方 公共 団体 間 の 一 元 的 な 情報 共 
有 ・ 分 析 を 支援 する 。 都 道 府 県 等 は 、 積極 的 疫学 調査 の 結果 等 の 地 
方 公共 団体 間 の 情報 連携 を 徹底 する と と も に 、 積 極 的 疫学 調査 を 
実施 する 際 に 優先 度 も 考慮 する 。 な お 、 積 極 的 疫学 調査 に 対し て 
正当 な 理由 が な く 協 力 し な い 場 合 の 命令 や 、 こ の 命令 に 正当 な 理 
由 が な く 応 じ な い 場 合 の 罰則 の 適用 に つい て は 、 対 象 者 の 人 権 に 
十分 に 配慮 し 、 慎 重 に 運用 する 。 















































































































































































































































































































































































































































県 は 、 原 則 と し て 、 積 極 的 疫学 調査 に より 、 濃 厚 接 触 者 に 限ら 
ず 広 く 感 染 の 可能 性 の ある 接触 者 を 把握 し 、 適 切な 感染 対策 を 
行う 。 











⑥ 都 道 府 県 等 は 、 新 た な 変異 株 が 確認 され た 場合 に は 、 国 立 感染 症 
研究 所 の 評価 ・ 分 析 を 踏ま え 、 入 院 措置 ・ 0 宿 i 
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を 適切 に 講じ る 。 硫 生 労 働 省 は 、 国 立 感 染 症 研究 














異 株 の 国内 症例 の 評価 ・ 分 析 を 行う 。 














所 と 連携 し て 、 変 


⑦ 厚生 労働 省 は 、 感 染 症 法 第 12 条 に 基づく 医師 の 届出 と は 別に 、 
市 中 で の 感染 状況 を 含め 国内 の 流行 状況 等 を 把握 する た め 、 抗 人 
保有 状況 に 関す る 調査 等 有効 な サー ベイ ラン ス を 実施 する 。 9 
いわ ゆる 超過 死亡 に つい て は 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 に 
る 超過 死亡 を 推計 し 、 適 切 に 把握 する 。 国立 感染 症 研 究 2 
RR i EN 
活用 し た 新型 コロ ナ 調 査 研究 を 支援 する な ど 、 引 き 続 き 、 下 水 サ ー 






































ベイ ラン ス 活 用 に つい て 検証 を 加速 する 。 


⑧ 政府 は 、 医 療 機関 の 空 床 状況 や 人 工 呼 吸 器 ・ECMO の 保有 ・ 稼 働 








状況 等 を 迅速 に 把握 する 医療 機関 等 AZ NM 






























































者 の 受入 調整 等 に も 活用 する 。 





構築 ・ 運 営 し 、 医 療 提供 状況 や PCR 検査 等 の 実施 状況 等 を 一 元 的 
か っ 即座 に 把握 する と と も に 、 都 道府県 等 に も 提供 し 、 迅 速 な 患 





⑨ 厚生 労働 省 は 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 に 関す る いわ ゆる 後遺 


症 に つい て 、 諸 外国 で 報告 も ある こと も 踏ま え 、 
る 。 

















調査 ・ 研 究 を 進 




















⑩ 都 道 府 県 等 は 、 感 染 症 法 第 12 条 及 び 第 15 条 に 基づき 、 地 方 公 
共 団 体 間 で の 迅速 な 情報 共有 を 行う と と も に 、 都 道府県 は 、 令 和 






























































つい て 、 リ スク 評価 を 行う 。 








年 11 月 8 日 の 分 科 会 提言 等 も 参考 に 、 都 道府県 下 の 感染 状況 に 


⑪ 政府 は 、COCOA に つい て 、 プ ライ バシ ー に 最大 限 配 慮 し つつ 、 
機能 の 向上 を 図る と と も に 、 陽 性 者 と の 接触 通知 が あっ た 場合 に 




















お ける 適切 な 機関 へ の 検査 受診 を 周知 する ほか 、 




















HER-SYS 及び 保 


健 所 等 と 連携 し た 積極 的 疫学 調査 に お いて 活用 する こと に より 、 

















効果 的 な クラ スタ ー 対 策 に つなげ る 。 











⑫ 政府 は 、 ワ クチ ン ・ 検 査 パ ッ ケ ー ジ に 関す る 技術 実証 の 結果 等 を 











踏ま え 、 QR コー ド 等 を 活用 し て 作成 され た 入場 
活用 し た クラ スタ ー 対 策 の た め の 効 果 的 な 分 析 ・ 
方 に つい て 検討 を 行う 。 
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者 ・ 入 店 者 情報 を 
情報 共有 の あり 






































(4 ) 検 
① 地方 衛生 研究 所 や 民間 の 検査 機関 等 の 関係 機関 に お ける 検査 体 
制 の 一 層 の 強化 、 地 域 の 関係 団体 と 連携 し た 地域 外来 ・ 検 査 セ ン 
ター の 設置 等 を 進め る と と も に 、 新 し い 検 査 技術 に つい て も 医療 

現場 に 迅速 に 導入 する 。 

② また 、 検 査 が 必要 な 者 に 、 よ り 迅 速 ・ 円 滑 に 検査 を 行い 、 感 染 が 
拡大 し て いる 地域 に お いて は 、 高 齢 者 施設 等 の 有 症 状 の 入所 者 ・ 

従事 者 等 に 対し 、 幅 広い 検査 を 実施 する 。 多数 の 感染 者 や クラ ス 
ター が 発生 し て いる 地域 に お いて は 、 感 染 者 が 一 人 も 発生 し て い 
な い 施 設 等 で あっ て も 、 医 療 機関 、 高 齢 者 施設 等 の 従事 者 、 入 院 ・ 
入所 者 全員 に 対し て 一 斉 検査 を 行う 。 特に 、 ク ラス ター が 複数 発 
生 し て いる 地域 で は 、 感 染 が 生じ や すく 拡大 し や すい 場所 ・ 集 団 
に 対し て 積極 的 に 検査 を 行う 。 緊急 事態 措置 区 域 や 重点 措置 区 域 
に お いて は 、 保 健 所 の 判断 を 待た ず に 、 医 師 に よる 陽性 者 の 同居 
家族 等 へ の 検査 を 促進 する 。 特定 都 道 府 県 等 は 、 感 染 多数 地域 の 
高齢 者 施設 等 の 従業 者 等 に 対す る 検査 の 頻 回 実施 を 行う 。 

③ さら に 、 過 去 最 大 規模 を 上 回 る 新規 感染 者 数 が 生じ た 場合 や イン 
フル エン ザ の 流行 に も 対応 し た 検査 が で きる よう 、 厚 生 労 働 省 及 
び 都 道府県 等 は 連携 し て 検査 体制 整備 計画 を 見 直す 。 

④ また 、 軽 度 で あっ て も 症状 が 現れ た 場合 に 、 早 期 に 陽性 者 を 発見 
する こと に よっ て 感染 拡大 を 防止 する 観点 か ら 、 政 府 は 、 早 期 の 
受診 と 診療 ・ 検 査 医療 機関 で の 抗原 簡易 キッ ト 等 を 活用 し た 迅速 
な 検査 を 促す 。 さ ら に 、 政 府 は 、 同 様 の 観点 か ら 、 医 療 機関 や 高齢 

者 施設 、 保 育 所 等 に お いて 従事 者 等 に 毎日 の 健康 状態 を 把握 する 
た め の 健 康 観察 アプ リ も 活用 し つつ 、 迅 速 に 検査 を 実施 で きる よ 
う 、 都 道府県 と 連携 し つつ 抗原 簡易 キッ ト 最 大 約 780 万 回 程度 分 
を 確保 、 配 布 し て お り 、 そ の 適切 な 活用 を 図る 。 

⑤ 大 学 、 専 門 学 校 、 高 校 、 特 別 支援 学校 や 、 中 学校 、 小 学校 、 幼 
園 等 に 対し て 、 約 125 万 回 分 の 抗原 簡易 キッ ト を 配布 し 、 発 熱き 
の 症状 が ある 場合 に は 、 自 宅 で 休養 する こと や 、 医 療 機関 の 受 
を 原則 と し た 上 で 、 直 ち に は 医療 機関 を 受診 で き な い 場合 等 に 
いて 、 教 職員 や 学生 、 速 や か な 帰宅 が 困難 で ある な どの 事 
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る 児 





OR 














、 せ き 、 喉 の 痛み 等 軽い 症状 を 有する 者 を 











いう 。 以下 同 Na 





を 実施 し 、 








陽性 者 発見 時 に 

















ンタ 








は 、 幅 広い 接触 者 に 対し て 、 保 健 所 の 事 


事務 負 








担 の 軽減 を 図り つつ 、 

















速 か つ 機動 的 に PCR 検 
⑥ また 、 職 場 に お いて も 、 

に 対す る 抗原 簡易 キッ ト 等 

と も に 、 ク ラス ター 
組 を 働き か け 、 陽 性 者 





等 を 行政 検 
健康 観察 ア 















































発見 時 に は 幅 広 

































































































































































プリ も 活用 し つつ 、 軽 症状 者 
を 活用 し た 検 
の 発生 が 懸念 され る 職場 に 


と し て 実施 する 。 








を 実施 する よう 促す と 
お ける 重点 的 な 取 
に 対し て 、 保健所 




















い 接 触 者 ! 


の 事務 負担 の 軽減 を 図り つつ 、 迅 速 か つ 機動 的 に 
PCR 検査 等 を 行政 検査 と し て 実施 する 。 
これ ら の 検査 に 用 いる 抗原 簡易 キッ ト に つい て は 、 迅 速 か つ 適 
切 に 検査 が 実施 され る よう 、 検 体 採取 に 関す る 注意 点 等 を 理解 し 
た 職員 等 の 管理 下 で 検査 を 実施 させ る 。 
⑦ さら に 、 家 庭 で 体調 不良 を 感じ る 者 等 が 医療 機関 へ の 受診 を 迷う 
場 合 等 に 自ら 検査 を 行え る よう に する た め 、 政 府 は 、 抗 原 簡易 
キッ ト を 楽 局 で 入手 で きる よう に し て お り 、 そ の 楽 局 に お ける 販 


売 方 法 を 見 直す 。 
経済 社会 活動 の 中 で 希望 
症 法 第 16 条 の 2 に 基づき 、 民 間 検 
関 の 
日 常 生 活 や 経済 社会 活動 に 
RAR 
、 政 府 は 、 都 道府県 と 
制度 及び 飲食 、 イ ベン ト 、 
や 陰性 の 検 
政府 は 、 都 道府県 が 、 健 康 上 の 理由 等 
られ な い 者 を 対象 と し で 。、。 ワ クチ ン 
令 和 4 年 
た 、 都 道府県 は 、 感 染 が 拡大 
判断 に より 、 法 第 24 条 第 9 項 に 基 づ 
状 者 に 対し て 、 ワ クチ ン 接 種 者 を 


























⑨ 








お ける 感染 





























旅行 等 の 
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に より 受け る 民間 検 
機関 に 規 
決定 等 の 協力 を 求め る こと 等 に より 環境 整 





に つい て は 、 感 染 
度 管 理 や 提携 医療 機 
備 を 進め て いく 。 
リス ク を 引き 下げ る た め 




















主 


















































に よる 確認 を 促進 する こと が 有効 で あ 
連携 し な が ら 、 ワ クチ ン ・ 検 
活動 に 





2 の ーッ 
際 し て ワク チン 接種 

















訂 

















結果 を 確認 する 民間 の 取組 


・ 検 
3 月末 まで 予約 不要 、 無 料 と で きる よう 支援 を 行う 。 
頃 向 に ある 場合 


る < 
含め て 


を 推奨 する 。 こ の た め 、 

より ワク チン 接種 を 受け 

パッ ケー ジ 等 の 検査 を 

ま 
に は 、 都 道府県 知事 の 

感 

突 













































































歌 染 に 不安 を 感じ る 無 症 
検査 を 受け る こと を 要請 























する も の と する 。 この 場合 に お いて 、 都 道府県 は あら か じ め 政 府 
と 協議 する も の と する 。 政府 は 、 都 道府県 が 当該 要請 に 基づき 検 
を 受検 し た 者 に つい て は 、 検 査 費用 を 無料 と する こと が で きる 
よう 支援 を 行う 。 

県 は 、「 岩 手 緊 急 事 態 宣 言 ] に お ける 取組 と し て 法 第 24 条 第 9 
項 に 基づき 、 感 染 に 不安 を 感じ る 無 症状 者 に 対し て 、 ワ クチ ン 接 
種 者 を 含め て 検査 を 受け る こと を 要請 する 。 



















































































(5) まん 延 防止 

1 ) 緊急 事態 措置 区 域 に お ける 取組 等 
(飲食 店 等 に 対す る 制限 等 

① 特定 都 道 府 県 は 、 感 染 リ スク が 高い と 指摘 され て いる 飲食 の 場 を 
避け る 観点 か ら 、 法 第 45 条 第 2 項 等 に 基づき 、 酒 類 又 は カラ オケ 
設備 を 提供 する 飲食 店 等 (飲食 業 の 許可 を 受け て いな い カ ラオ ケ 
店 及び 利用 者 に よる 酒類 の 店 内 持込み を 認め て いる 飲食 店 を 含む 。 

酒類 及び カラ オケ 設備 の 提供 (利用 者 に よる 酒類 の 店 内 持込み を 
含む 。) を 取り 止め る 場合 を 除く 。) に 対し て 休業 要請 を 行う と と 
も に 、 上 記 以 外 の 飲食 店 (宅配 ・ テ イク アウ ト を 除く 。) に 対し て 、 
営業 時 間 の 短縮 (20 時 まで と する 。) の 要請 を 行う も の と する 。 た 
だ し 、 都 道府県 知事 の 判断 に より 、 第 三 者 認証 制度 の 適用 店 舗 ( 以 
下 「 認 証 店 ] と いう 。) に お いて 21 時 まで の 営業 (酒類 提供 も 可 
能 ) も で きる こと と する ほか 、 認証 店 及び 飲食 を 主として 業 と し 
て いな い 店 舗 に お いて 、 ワ クチ ン ・ 検 査 パ ッ ケ ー ジ 制度 を 適用 し 
た 場合 に は 、 収 容 率 の 上 限 を 50% と し つつ 、 カ ラオ ケ 設 備 を 提供 
で きる こと と する 。 
その 際 、 命 令 、 人 過料 の 手続 に 関し て は 、 別 途 通 知 す る 手続 に 沿っ 
て 行う こと に 留意 し つつ 、 要 請 に 応じ て いる 店 舗 と の 公平 性 を 保 
つこ と が で きる よう 、 命 令 等 の 適切 な 運用 を 図る も の と する 。 

② 特定 都 道 府 県 は 、 法 第 24 条 第 9 項 に 基づき 、 飲 食 店 等 及び 飲食 
占 等 の 利用 者 に 対し 、 同 一 グル ー プ の 同一 テー ブル で の 5 人 以上 
の 会 食 を 避け る よう 要請 する も の と し 、 認 証 店 に お ける ワク チン ・ 
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検査 パッ ケー ジ 制 度 を 適用 し た 会 人 劉 に つい て は 、 同 一 グル ー プ の 
同一 テー ブル で の 5 人 以上 の 会 食 も 可能 と する 。 

③ 以上 の 要請 に 当たっ て は 、 特 定 都 道 府 県 は 、 関 係 機関 と も 連携 し 、 
休業 要請 、 営 業 時 間 の 短縮 や 第 三 者 認証 制度 等 の 遵守 を 徹底 する 
た め の 対 策 ・ 体 制 の 更 な る 強化 を 行い 、 原 則 と し て 全て の 飲食 店 
等 に 対し て 見 回 り ・ 実 地 の 働 きか け を 行う と と も に 、 当該 取組 に 
つい て 適切 に 情報 発信 を 行う も の と する 。 ま た 、 特 定 都 道 府 県 は 、 
実効 性 ある 第 三 者 認証 制度 の 普及 と 認証 店 の 拡大 に 努め る も の と 
する 。 

④ 特定 都 道 府 県 は 、 法 第 45 条 第 1 項 に 基づき 、 路 上 ・ 公 園 等 に お 
ける 集団 で の 飲酒 等 、 感 染 リ スク が 高い 行動 に 対し て 必要 な 注意 
喚起 や 自粛 の 要請 等 を 行う と と も に 、 実 地 の 呼 び か け 等 を 強化 す 
る も の と する 。 

⑤ 政府 は 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 対応 地方 創 生 了 臨時 交付 金 ( 以 
下 「 地 方 創 生 了 臨時 交付 金 】 と いう 。) に 設け た 「 協 力 要請 推進 枠 ] 
に より 、 営 業 時 間 短 縮 要 請 等 と 協力 金 の 支払 い を 行う 都 道 府 県 を 
支援 する 。 都 道 府 県 は 、 協力 金 支給 に 係る 体制 の 強化 等 を 図り 、 支 
給 の 迅速 化 に 努め る も の と する 。 

(施設 の 使用 制限 等 

① 特定 都 道 府 県 は 、 地 域 の 感染 状況 等 に 応じ て 、 都 道府県 知事 の 判 
断 に より 、 法 第 45 条 第 2 項 等 に 基づき 、 人 数 管理 、 人 数 制限 、 誘 
導 等 の 「 入 場 者 の 整理 等 ]「 入 場 者 に 対す る マス ク の 着用 の 周知 ] 
「 感 染 防 止 措 置 を 実施 し な い 者 の 入場 の 禁止 」「 会 話 等 の 飛 涼 に よ 
る 感染 の 防止 に 効果 の ある 措置 ( 飛 潜 を 遮る こと が で きる 板 等 の 
設置 又は 利用 者 の 適切 な 距離 の 確保 等 )] 等 、 新 型 イ ン フ ル エ ン ザ 
等 対策 特別 措置 法 施行 令 (平成 25 年 政令 第 122 号 。 以下 「 令 」 と 
いう 。) 第 12 条 に 規定 する 各 措置 に つい て 事業 者 に 対し て 要請 を 
行う も の と する 。 
な お 、 人 が 密集 する こと 等 を 防ぐ た め 、「 入 場 者 の 整理 等 」 を 行 
う 場合 は 、 別 途 通 知 す る 取扱 い を 踏ま え 、 事 業者 に 要請 を 行う と と 
も に 、 事 業者 に 対し て 、 入 場 整理 等 の 実施 状況 を ホー ムペ ー ジ 等 を 
通じ て 広く 周知 する よう 働き か ける も の と する 。 
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(イベ ント 等 の 開催 制限 ) 
① 特定 都 道 府 県 は 、 当 該 地 域 で 開催 され る イベ ント 等 (別途 通知 す 
る 集客 施設 等 を 含む 。) に つい て 、 観 客 の 広域 的 な 移動 や イベ ント 
等 の 前 後 の 活動 等 で 生じ る 、 イ ベン ト 等 に 係る 感染 拡大 リス ク を 
抑制 し 、 ま た 、 イ ベン ト 等 に お ける 感染 防止 策 等 を 徹底 する 観点 
等 か ら 、 主 催 者 等 に 対し て 、 法 第 24 条 第 9 項 に 基づき 、 以 下 を 目 
安 と する 規模 要件 等 を 設定 し 、 そ の 要件 に 沿っ た 開催 の 要請 を 行 
う も の と する 。 
・ 感染 防止 安全 計画 を 策定 し 、 都 道府県 に よる 確認 を 受け た 場合 、 
人 数 上 限 10.000 人 か つ 収 容 率 の 上 限 を 100% と する 。 さ ら に 、 
ワク チン ・ 検 査 パ ッ ケ ー ジ 制度 を 適用 し た 場合 に は 、 人 数 上 限 を 
収容 定員 まで と する こと を 可能 と する 。 
それ 以外 の 場合 は 、 人 数 上 限 5,.000 人 か つ 収 容 率 の 上 限 を 50% 
(大 声 あ り )・100% (大 声 な し ) と する 。 な お 、 こ の 場合 、 都 道 
府県 が 定め る 様式 に 基づく 感染 防止 策 等 を 記載 し た チェ ッ ク リ 
スト を 主催 者 等 が 作成 ・ 公 表す る こと と する 。 
② 特定 都 道 府 県 は 、 イ ベン ト 等 の 開催 に 当たっ て は 、 そ の 規模 に 関 
わら ず 、「 三 つの 密 」 が 発生 し な い 席 の 配置 や 「 人 と 人 と の 距離 の 
確保 |」、「 マ スク の 着用 ]、 イ ベン ト の 開催 中 や 前 後に お ける 選手 、 
出演 者 や 参加 者 等 に 係る 主催 者 等 に よる 行動 管理 等 、 基 本 的 な 感 
染 防 止 策 が 講じ られ る よう 、 主 催 者 等 に 対し て 強く 働き か ける と 
と も に 、 参加 者 名 簿 を 作成 し て 連絡 先 等 を 把握 し て お く こ と や 、 
COCOA 等 の 活用 等 に つい て 、 主 催 者 等 に 周知 する も の と する 。 
(外出 ・ 移 動 ) 
① 特定 都 道 府 県 は 、 法 第 45 条 第 1 項 に 基づき 、 混 雑 し た 場所 や 感 
染 リ スク が 高い 場所 へ の 外出 ・ 移 動 の 自粛 に つい て 協力 の 要請 を 
行う も の と する 。 特 に 、 感 染 対 策 が 徹底 され て いな い 飲 食 店 等 や 休 
業 要 請 又 は 営業 時 間 短 縮 の 要請 に 応じ て いな い 飲 食 店 等 の 利用 を 
厳 に 控え る こと に つい て 、 住 民 に 徹底 する 。 ま た 、 不 要 不 急 の 帰省 
や 旅行 等 都 道 府 県 間 の 移動 は 、 極 力 控 える よう に 促す 。 こ の 場合 に 
お いて 、 ワ クチ ン ・ 検 査 パ ッ ケ ー ジ 制度 の 適用 を 受け た 者 は 、 そ の 
対象 と し な いこ と を 基本 と する 。 
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(その 他 ) 
①③ 特定 都 道 府 県 は 、「 三 つの 密 」 を 徹底 的 に 避け る と と も に 、「 人 と 
人 と の 距離 の 確保 」| マ スク の 着用 」「 手 洗い 等 の 手指 衛生 」 等 の 基 
本 的 な 感染 対策 を 徹底 する と と も に 、 あ ら ゆ る 機会 を 捉え て 、 倒 
和 2 年 4 月 22 日 の 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 対策 専門 家 会 議 ( 以 
下 「 専 門 家 会 議 」 と いう 。) で 示さ れ た 「10 の ポイ ント 」、 同 年 5 
月 4 日 の 専門 家 会 議 で 示さ れ た 「 新 し い 生 活 様 式 の 実践 例 」、 同 年 
10 月 23 日 の コロ ナ 分 科 会 で 示さ れ た 、「 感 染 リ スク が 高まる 「5 

つの 場面 」」 等 を 活用 し て 住民 に 周知 を 行う も の と する 。 
② 事業 者 及び 関係 団体 は 、 今 後 の 持続 的 な 対策 を 見 据え 、 業 種別 ガ 
イド ライ ン 等 を 実践 する な ど 、 自 主 的 な 感染 防止 の た め の 取 組 を 
進め る 。 そ の 際 、 政 府 は 、 専 門 家 の 知 見 を 踏ま え 、 関 係 団体 等 に 必 
要 な 情報 提供 や 助言 等 を 行う 
紀 月 

























































































































































































共有 を 行う 。 














2 ) 重点 措置 区 域 に お ける 取組 等 
重点 措置 区 域 で ある 都 道 府 県 に お いて は 、 ま ん 延 防止 等 重点 措置 
が 、 地 域 の 感染 状況 に 応じ て 、 期 間 、 区 域 、 業 態 を 絞っ た 措置 を 機動 
的 に 実施 で きる 仕組 み で あり 、 発生 の 動向 等 を 踏ま えた 集中 的 な 対 
策 に より 、 地 域 的 に 感染 を 抑え 込み 、 都 道 府 県 全 域 へ の 感染 拡大 、 更 
に は 全国 的 か つ 急 速 な まん 延 を 防ぐ 趣旨 で 創設 され た も の で ある こ 
と を 踏ま え 、 感 染 リ スク が 高く 感染 拡大 の 主 な 起点 と な っ て いる 場 
面 に 効果 的 な 対策 を 徹底 する も の と する 。 
また 、 都 道府県 知事 は 、 区 域 を 指定 する に 当たっ て 市 町 村 単 位 や 
一 定 の 区 画 を 原則 と する な ど 、 期 間 、 区 域 、 業 態 を 定め る に 当たっ て 
は 、 効 果 的 な 対策 と な る よう 留意 する 。 
(飲食 店 等 に 対す る 制限 等 
① 都 道 府 県 は 、 感 染 リ スク が 高い と 指摘 され て いる 飲食 の 場 を 避け 
る 観点 か ら 、 都 道府県 知事 の 判断 に より 、 上 記 の 重点 措置 を 講じ 
る べき 区 域 (以下 「 措 置 区 域 |] と いう 。) に お いて 、 法 第 31 条 の 
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6 第 1 項 等 に 基づき 、 飲 食 店 (宅配 ・ テ イク アウ ト を 除く 。) に 対 
する 営業 時 間 の 短縮 (20 時 まで と する 。) の 要請 を 行う と と も に 、 
酒類 の 提供 を 行わ な いよ う 要 請 す る も の と する 。 た だ し 、 認 証 店 
に 対し て は 、 営 業 時 間 の 短縮 (21 時 まで と する 。) の 要請 を 行う こ 
と と し 、 酒 類 を 提供 で きる こと と する (また 、 都 道府県 知事 の 判断 
こよ っ て は 、 営業 時 間 の 短縮 の 要請 を 行わ な いこ と も 可能 と す 
の 8 
その 際 、 命 令 、 過 料 の 手続 に 関し て は 、 別途 通 知 す る 手続 に 沿っ 
CT の 所 剛 寒 じ つう ぢ 、 NE 
つこ と が で きる よう 、 命 令 等 の 適切 な 運用 を 図る も の と する 。 
② 都 道 府 県 は 、 措 置 区 域 に お いて 、 法 第 24 条 第 9 項 に 基づき 、 飲 
食 店 等 及び 飲食 店 等 の 利用 者 に 対し 、 同 一 グル ー プ の 同一 テー ブ 
ル で の 5 人 以上 の 会 食 を 避け る よう 要請 する も の と し 、 認 証 店 に 
お ける ワク チン ・ 検 査 パ ッ ケ ー ジ 制度 を 適用 し た 会 食 に つい て は 、 
同一 グル ー プ の 同一 テー ブル で の 5 人 以上 の 会 食 も 可能 と する 。 
③ 上 記 の 各 要 請 に 当たっ て は 、 都 道府県 は 、 関 係 機関 と も 連携 し 、 
営業 時 間 の 短縮 や 第 三 者 認証 制度 等 の 遵守 を 徹底 する た め の 対 
策 ・ 体 制 の 更 な る 強化 を 行い 、 原 則 と し て 措置 区 域内 の 全て の 飲 
食 店 等 に 対し て 見 回 り ・ 実 地 の 働 きか け を 行う と と も に 、 当 該 取 
組 に つい て 適切 に 情報 発信 を 行う も の と する 。 ま た 、 都 道府県 は 、 
実効 性 ある 第 三 者 認証 制度 の 普及 と 認証 店 の 拡大 に 努め る も の と 
する 。 
④ 政府 は 、 地 方 創 生 臨時 交付 金 に 設け た 「 協 力 要請 推進 枠 」 に 
飲食 店 に 対し て 営業 時 間 短 縮 要 講 と 協力 金 の 支払 い を 行う 都 道 訂 
県 を 支援 する 。 都 道府県 は 、 協 力 金 支給 に 係る 体制 の 強化 等 を 図 
り 、 支 給 の 迅速 化 に OS 
(施設 の 使用 制限 等 
①⑪ 都 道 府 県 は 、 地 域 の 感染 状況 等 に 応じ て 、 都 道府県 知事 の 判断 に 
EO AR RE 
「 入 場 を する 者 に 対す る マス ク の 着用 の 周知 」「 感 染 防 止 措 置 を 実 
施し な い 者 の 入場 の 禁止 ]「 会 話 等 の 飛 涼 に よる 感染 の 防止 に 効果 
の ある 措置 ( 飛 漆 を 遮る こと が で きる 板 等 の 設置 又は 利用 者 の 適 
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切な 距離 の 確保 等 )] 等 、 令 第 5 条 の 5 に 規定 する 各 措 置 に つい て 
事業 者 に 対し て 要請 を 行う も の と する 。 な お 、 人 が 密集 する こと 
等 を 防ぐ た め 、「 入場 を する 者 の 整理 等 ] を 行う 場合 は 、 別 途 通 知 
する 取扱 い を 踏ま は え 、 事 業者 に 要請 を 行う も の と する 。 
(イベ ント 等 の 開催 制限 ) 
① 都 道 府 県 は 、 当 該 地 域 で 開催 され る イベ ント 等 (別途 通知 する 集 
客 施設 等 を 含む 。) に つい て 、 観 客 の 広域 的 な 移動 や イベ ント 等 の 
前 後 の 活動 等 で 生じ る 、 イ ベン ト 等 に 係る 感染 拡大 リス ク を 抑制 
し 、 ま た 、 イ ベン ト 等 に お ける 感染 防止 策 等 を 徹底 する 観点 等 か 
ら 、 主 催 者 等 に 対し て 、 法 第 24 条 第 9 項 に 基づき 、 以 下 を 目安 と 
する 規模 要件 等 を 設定 し 、 そ の 要件 に 沿っ た 開催 の 要請 を 行う も 
の と する 。 
・ 感染 防止 安全 計画 を 策定 し 、 都 道府県 に よる 確認 を 受け た 場合 、 
人 数 上 限 20.000 人 か つ 収 容 率 の 上 限 を 100% と する 。 さ ら に 、 
ワク チン ・ 検 査 パ ッ ケ ー ジ 制度 を 適用 し た 場合 に は 、 人 数 上 限 を 
収容 定員 まで と する こと を 可能 と する 。 
それ 以外 の 場合 は 、 人 数 上 限 5,.000 人 か つ 収 容 率 の 上 限 を 50% 
(大 声 あ り )・100% (大 声 な し ) と する 。 な お 、 こ の 場合 、 都 道 
府県 が 定め る 様式 に 基づく 感染 防止 策 等 を 記載 し た チェ ッ ク リ 
スト を 主催 者 等 が 作成 ・ 公 表す る こと と する 。 
② 都 道 府 県 は 、 イ ベン ト 等 の 開催 に 当たっ て は 、 そ の 規模 に 関わ ら 
ず 、「 三 つの 密 」 が 発生 し な い 席 の 配置 や 「 人 と 人 と の 距離 の 確保 」、 
「 マ スク の 着用 ]、 イ ベン ト の 開催 中 や 前 後に お ける 選手 、 出 演者 
や 参加 者 等 に 係る 主催 者 等 に よる 行動 管理 等 、 基 本 的 な 感染 防止 
策 が 講じ られ る よう 、 主 催 者 等 に 対し て 強く 働き か ける と と も に 、 
参加 者 名 簿 を 作成 し て 連絡 先 等 を 把握 し て お く こ と や 、COCOA 等 
の 活用 等 に つい て 、 主 催 者 等 に 周知 する も の と する 。 
(外出 ・ 移 動 ) 
① 都 道 府 県 は 、 措 置 区 域 に お いて 、 法 第 31 条 の 6 第 2 項 に 基づき 、 
上 記 に より 営業 時 間 の 変更 を 要請 し た 時 間 以 降 、 飲 食 店 に み だ り 
に 出入 り し な いよ う 、 住 民 に 対し て 要請 等 を 行う も の と する 。 
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② 都 道 府 県 は 、 措 置 区 域 に お いて 、 法 第 24 条 第 9 項 に 基づき 、 混 

雑 し た 場所 や 感染 リス ク が 高い 場所 へ の 外出 ・ 移 動 の 自粛 及び 感 
染 対策 が 徹底 され て いな い 飲 食 店 等 の 利用 を 自粛 する こと 等 に つ 
いて 、 住 民 に 対し て 協力 の 要請 を 行う も の と する 。 また 、 不 要 不 急 
の 都 道 府 県 間 の 移動 、 特 に 緊急 事態 措置 区 域 と の 往来 は 、 極 力 控 
える よう に 促す も の と する 。 こ の 場合 に お いて 、 ワ クチ ン ・ 検 
パッ ケー ジ 制 度 の 適用 を 受け た 者 は 、 そ の 対象 と し な いこ と を 基 
本 と する 。 

(その 他 ) 

① 都 道 府 県 は 、「 三 つの 密 」 を 徹底 的 に 避け る と と も に 、「 人 と 人 と 
の 距離 の 確保 ]「 マ スク の 着用 」「 手 洗い 等 の 手指 衛生 」 等 の 基本 的 
な 感染 対策 を 徹底 する と と も に 、 あ ら ゆ る 機会 を 捉え て 、 合 和 2 
年 4 月 22 日 の 専門 家 会 議 で 示さ れ た 「10 の ポイ ント 」、5 月 4 日 
の 専門 家 会 議 で 示さ れ た 「 新 し い 生 活 様式 の 実践 例 ]」、10 月 23 日 
の コロ ナ 分 科 会 で 示さ れ た 、「 感 染 リ スク が 高まる 「5 つ の 場面 」」 
寺 を 活用 し て 住民 に 周知 を 行う 。 

② 都 道 府 県 は 、 重 点 措 置 区 域 に お ける 取組 と し て 、 上 記 の 要請 等 の 
取組 を 行う に 当たっ て は 、 あ ら か じ め 政 府 と 迅速 に 情報 共有 を 行 








































































































































































































3 ) 緊急 事態 措置 区 域 及び 重点 措置 区 域 以 外 の 都 道 府 県 に お ける 取組 




















(飲食 店 等 に 対す る 制限 等 

① 都 道 府 県 は 、 感 染 拡 大 の 傾向 が み ら れ る 場合 に は 、 法 第 24 条 第 
9 項 に 基づき 、 飲 食 店 に 対す る 営業 時 間 の 短縮 の 要請 を 行う も の 
と する 。 こ の 場合 に お いて 認証 店 以外 の 店 舗 に つい て は 20 時 まで 
と し 、 認 証 店 に つい て は 要請 を 行わ な いこ と を 基本 と する 。 

② 都 道 府 県 は 、 感 染 拡 大 の 傾向 が み ら れ る 場合 に は 、 法 第 24 条 第 
9 項 に 基づき 、 飲 食 店 等 及び 飲食 店 等 の 利用 者 に 対し 、 同 一 グル ー 
プ の 同一 テー ブル で の 5 人 以上 の 会 食 を 避け る よう 要請 する も の 
と し 、 認証 店 に お ける ワク チン ・ 検 査 パ ッ ケ ー ジ 制度 を 適用 し た 
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会 信 に つい て は 、 同 一 グル ー プ の 同一 テー ブル で の 5 人 以上 の 会 

食 も 可能 と する 。 

③ 上 記 の 要請 に 当たっ て は 、 都 道府県 は 、 営 業 時 間 の 短縮 や 第 三 者 
認証 制度 等 の 遵守 を 徹底 する た め の 見 回 り ・ 実 地 の 働 きか け を 進 
め る も の と する 。 ま た 、 都 道府県 は 、 実 効 性 ある 第 三 者 認証 制度 の 

普及 と 認証 店 の 拡大 に 努め る も の と する 。 

(施設 の 使用 制限 等 

③④ 都 道 府 県 は 、 こ れ ま で に クラ スタ ー が 発生 し て いる よう な 施設 や 、 
「 三 つの 密 」 の ある 施設 に つい て は 、 地 域 の 感染 状況 等 を 踏ま え 、 
施設 管理 者 等 に 対し て 必要 な 協力 を 依頼 する も の と する 。 

② 都 道 府 県 は 、 感 染 拡大 の 兆候 や 施設 等 に お ける クラ スタ ー の 発生 
BN 還 携 し て 、 施設 の 使用 制限 等 を 含め て 、 速 や 

に 施設 管理 者 等 に 対し て 必要 な 協力 の 要請 等 を 行う も の と する 。 

i 

① 都 道 府 県 は 、 当 該 地 域 で 開催 され る イベ ント 等 に つい て 、 観 客 の 
広域 的 な 移動 や イベ ント 等 の 前 後 の 活動 等 で 生じ る 、 イ ベン ト 等 
に 係る 感染 拡大 リス ク を 抑制 し 、 ま た 、 イ ベン ト 等 に お ける 感染 
防止 策 等 を 徹底 する 観点 等 か ら 、 主 催 者 等 に 対し て 、 法 第 24 条 第 
9 項 に 基づき 、 以 下 を 目安 と する 規模 要件 等 を 設定 し 、 そ の 要件 
UN 

染 防 止 安全 計画 を 策定 し 、 都 道府県 に よる 確認 を 受け た 場合 、 

人 数 上 限 0 は 収容 定員 まで か つ 収 容 率 の 上 限 を 100% と する 。 
それ 以外 の 場合 は 、 人 数 上 限 5,000 人 又は 収容 定員 50% の い ず 
れ か 大 きい 方 、 か つ 収 容 率 の 上 限 50% (大 声 あ り )・100% (大 声 
な し ) と する 。 な お 、 こ の 場合 、 都 道府県 が 定め る 様式 に 基づく 感 
染 防 止 策 等 を 記載 し ん た チェ ッ ク リ スト を 主催 者 等 が 作成 ・ 公 表す 
る こと と する 。 

② 都 道 府 県 は 、 イ ベン ト 等 の 開催 に 当たっ て は 、 そ の 規模 に 関わ ら 
EO ON 
「 マ スク の 着用 ]、 イ ベン ト の 開催 中 や 前 後に お ける 選手 、 出 演者 
Im 
策 が 講じ られ る よう 、 主 催 者 等 に 対し て 強く 働き か ける と と も に 
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参加 者 名 薄 を 作成 し て 連絡 先 等 を 把握 し て お く こ と や 、COCOA 等 
の 活用 等 に つい て 、 主 催 者 等 に 周知 する も の と する 。 

















③ 都 道 府 県 は 、 感 染 拡 大 の 兆候 や イベ ント 等 に お ける クラ スタ ー の 


(外出 ・ 移 動 ) 
① 都 道 府 県 は 、 帰 省 や 旅 








発生 が あっ た 場合 、 政 府 と 連携 し て 、 人 数 制限 の 強化 等 を 含め て 、 
速やか に 主催 者 等 に 対し て 必要 な 協力 の 要請 等 を 行う も の と する 。 














行 等 、 都 道府県 を また ぐ 移 動 は 、「 三 つの 
密 」 の 回 避 を 含め 基本 的 な 感染 防止 策 を 徹底 する よう 促す も の と 
ずる .。※ ま ただ I 
移動 は 、 極 力 控 える よう に 促す も の と し 、 場合 に お いて 、 ワ ク 













































































チン ・ 検 査 パ ッ ケ ー ジ 制度 の 適用 を 受 2 その 対象 と し な 
いこ と を 基本 と する 。 こ うし た 対応 が 難し いと 判断 され る 場合 
帰 I える よう 促す も の と する 。 発熱 等 の 症状 が ある 場 


RS や 旅行 を 控え る よう 促す も の と する 。 

② 都 道 府 県 は 、 業 種別 ガイ ドラ イン 等 を 遵守 し て いる 施設 等 の 利用 
OC 

③ 都 道 府 県 は RE お ける クラ スタ ー の 発生 
「 法 二 連携 し て 、 混 雑 し た 場所 や 感染 リス ク が 高 
い 場 所 へ の 外出 の 自粛 に 関し て 速やか に 住民 に 対し て 必要 な 協力 
の 要請 等 を 行う も の と する 。 


py 
> 9 
ご 節 



























































県 は 、「 岩手 緊急 事態 宣言 ] に お ける 取組 と し て 、 緊 急 事態 措置 
区 域 及 び 重 点 措置 区 域 以 外 の 都 道 府 県 に お ける 感染 拡大 の 傾向 
が み ら れ る 場合 の 取組 等 に 準拠 し 、 県 内 の 感染 拡大 防止 に 必要 な 
対策 を 講じ る 。 





(その 他 ) 








① 都 道 府 県 は 、 感 染 拡 大 の 防止 と 経済 社会 活動 の 維持 と の 両立 を 持 
続 的 に 可能 と し て いく た め 、「 新 し い 生 活 様式 ] の 経済 社会 全体 へ 
の 定着 を 図る も の と する 。 

② 都 道 府 県 は 、 感 染 9 ds 監視 し 、 そ の 変化 が 認め 

れ た 場合 、 住 民 に 適切 に 情報 提供 を 行い 、 感 染 拡 大 へ の 警 ON 
び か ける も の と する 。 
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県 は 、「 岩手 警戒 宣言 ] に お ける 取組 と し て 、 警戒 強化 の た め 、 
感染 及び 医療 の 状況 に つい て 客観 的 な 数 値 を 示す と と も に 、 県 民 
に 対し 基本 的 感染 対策 の 再 徹底 や 感染 リス ク の 高い 行動 を 回 避 
する こと 等 の 呼び か け を 行う 。 














③ 都 道 府 県 は 、 感 染 拡 大 の 傾向 が み ら れ る 場合 に は 、 地 域 に お ける 
感染 状況 や 公衆 衛生 体制 ・ 医 療 提供 体制 へ の 負荷 の 状況 に つい て 
十分 、 把 握 ・ 分 析 を 行い 、 地 域 の 実情 に 応じ て 、 法 第 24 条 第 9 項 

に 基づく 措置 等 を 講じ る も の と する 。 

④ 都 道 府 県 は 、 緊 急 事 態 措置 区 域 及び 重点 措置 区 域 以 外 の 都 道 府 県 
に お ける 取組 と し て 、 上 記 の 要請 等 を 行う に 当たっ て は 、 あ ら か 
じ め 政 府 と 迅速 に 情報 共有 を 行う 。 






















































































































































































4) 職場 へ の 出勤 等 

① 特定 都 道 府 県 は 、 事 業者 に 対し て 、 下 記 ③ に 示さ れ た 感染 防止 の 
た め の 取 組 等 に 加え 、 以 下 の 取組 を 行う よう 働き か け を 行う も の 
と する 。 
職場 へ の 出勤 に つい て 、 人 の 流れ を 抑制 する 観点 か ら 、 出 勤 者 数 
の 削減 の 目標 を 定め 、 在 宅 勤務 (テレワーク) の 活用 や 休暇 取得 の 
促進 等 の 取組 を 推進 する こと 。 
職場 に 出勤 する 場合 で も 、 時 差出 勤 、 自 転 車 通勤 等 の 人 と の 接触 
を 低減 する 取組 を 強力 に 推進 する こと 。 
職場 に お いて は 、 感 染 防止 の た め の 取 組 (手洗 いや 手指 消毒 、 せ 
き エ チケ ッ ト 、 職 員 同 士 の 距離 確保 、 事 業 場 の 換気 励行 、 複 数 人 が 
触る 箇所 の 消毒 、 発 熱 等 の 症状 が 見 られ る 従業 員 の 出勤 自粛 、 軽 
症状 者 に 対す る 抗原 簡易 キッ ト 等 を 活用 し た 検査 、 出 張 に よる 従 
業 員 の 移動 を 減ら す た め の テレ ビ 会 議 の 活用 、 昼 休み の 時 差 取得 、 
社員 寮 等 の 集団 生活 の 場 で の 対策 等 ) や 、「 三 つの 蜜 」 及び 「 感 染 
リス ク が 高まる 15 つの 場面 ]] 等 を 避け る 行動 を 徹底 する よう 、 
実践 例 も 活用 し な が ら 促 すこ と 。 特に 職場 で の 「 居 場所 の 切り 奉 
わり 」 (休憩 室 、 更 衣 室 、 喫煙 室 等 ) に 注意 する よう 周知 する こと 。 
























































































































































































































































② 


③ 


重点 措置 区 域 で ある 都 道 こ お い て は 、 下 記 ③ に 示さ れ た 感染 
OO の En に 対し て 、 以 下 の 取 組 を 行う 
よう 働き か け を 行う も の と する 。 

人 の 流れ を 抑制 する 観点 か ら 、 在 宅 勤 務 (テレ ワー ク ) の 活用 や 
人 
も に 、 接 触 機会 の 低減 に 向け 、 職 場 に 出勤 する 場合 で も 時 差出 勤 、 
SH 

職場 に お いて は 、① に 記載 され た 感染 防止 の た め の 取 組 や 、「 三 
つの 密 ]| 及び 「 感 染 リ スク が 高まる 15 つの 場面 ]] 等 を 避け る 行 
動 を 徹底 する よう 、 実 践 例 も 活用 し な が ら 促 すこ と 。 特に 職場 で 
の 「 居 場所 の 切り 替わり 」 (休憩 室 、 更 衣 室 、 喫 煙 室 等 ) に 注意 す 
る よう 周知 する こと 。 

緊急 事態 措置 区 域 及 び 重 点 措置 区 域 以 外 の 都 道 府 県 に お いて は 
以下 の 取組 を 行う も の と する 。 
事業 者 に 対し て 、 在 宅 勤 務 (テレ ワー ク )、 時 差出 勤 、 自 転 車 通 
勤 等 、 人 と の 接触 を 低減 する 取組 を 働き か ける こと 。 

職場 に お いて は 、① に 記載 され た 感染 防止 の た め の 取 組 や 、「 三 
つの 密 ] 等 を 人 避け る 行動 を 徹底 する よう 、 実 践 例 も 活用 し な が ら 
促す こと 。 特 に 職場 で の 「 居 場所 の 切り 替わり ] (休憩 室 、 更 衣 室 、 
喫煙 室 等 ) に 注意 する よう 周知 する こと 。 

感染 防止 策 の 徹底 の た め 、 a 測定 器 等 の 設置 を 支援 
する と と も に 、 ビ ル 管 理 者 等 に 対し て 、 換 気 の 状況 を 二酸化 炭素 
人 する 場合 の 留意 点 等 を 周知 する こと 。 

に 、 職 場 や 店 舗 等 に 関し て 、 業 種別 ガイ ドラ イン 等 を 実践 す 

Oe 

高齢 者 や 基礎 疾患 を 有する 者 等 重症 化 リ スク の ある 労働 者 、 妊 娠 
し て いる 労働 者 及び 同居 家族 に そう し た 者 が いる 労働 者 に つい て 
は 、 本 人 の 申出 等 を 踏ま え 、 在 宅 和 勤務 (テレ ワー ク ) や 時 差出 勤 等 

RE 

] 添 に 例示 する 国民 生活 ・ 国 民 経済 の 安定 確保 に 不可 欠 な 業務 を 
i 及び これ ら の 業務 を 支援 する 事業 者 に お いて は 、「 三 つ 
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の 密 」 を 人 避け る た め に 























必要 な 対策 を 含め 、 十 分 な 感染 防止 策 を 講 

















じ つ つ 、 事業 の 特性 を 踏ま え 、 業 務 を 継続 する こと 。 








④ 政府 及び 地方 公共 団体 は 、 在宅 勤務 (テレ ワー ク )、 ロ ー テ ー シ ョ 


























ン 勤 務 、 時 差出 勤 、 自 転 車 通勤 等 、 人 と の 接触 を 低減 する 取組 を 自 

















ら 進 め る と と も に 、 事 業者 に 対し て 必要 な 支援 等 を 行う 。 














⑤ 政府 は 、 上 記 ①、② 及 び ③ に 示さ れ た 感染 防止 の た め の 取 組 等 を 





働き か ける た め 、 特 に 留 
寺 事 業者 と 接する 機 
UE IN 
言 さ せる な ど 、 感染 
































意 すべ き 事 項 を 提示 し 、 事 業 場 へ の 訪問 
































会 等 を 捉え 、 事 業 NRN 














また 、 遵 守 し て いる 事業 、 対 策 実 施 を 
RDG 














ES 
出勤 者 数 の 削減 の 実施 状況 を 各 事 業者 が 自ら 積極 的 に 公表 し 、 取 









































組 を 促進 する よう 有 要請 





























する と と も に 、 公 表 さ れ た 情報 の 幅広 い 周 






































知 に つい て 、 関連 する 事業 者 と 連携 し て 取り 組む 。 


5 ) 学校 等 の 取扱 い 

















① 文部 科学 省 は 、 学 校 設置 者 及び 大 学 等 に 対し て 一 律 に 臨時 休業 を 
求め る の で は な く 、 地 域 の 感染 状況 に 応じ た 感染 防止 策 の 徹底 を 
要請 する 。 幼稚 園 、 小 学校 、 中 学校 、 高 等 学校 等 に つい て は 、 子 供 
の 健やか な 学び の 保障 や 心身 へ の 影響 の 観点 か ら 、「 学 校 に お ける 

















新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 に 関す る 衛生 管理 マニ ュ ア ル 」 等 を 踏 


まえ た 対応 を 要請 する 。 





授業 ・ 速 隔 授業 の 効果 的 実施 等 に よる 学修 機会 の 確保 の 両立 に 向 














また 、 大 学 等 に つい て は 、 感 染 防 止 と 面接 











け て 適切 に 対応 する こ 
は 、 大 学 等 の 感染 対策 




















と を 要請 する (緊急 事態 措置 区 域 に お いて 
K【 の 徹底 と と も に 、 遠隔 授業 も より 一 層 活 用 














し た 学修 者 本 位 の 授業 の 効果 的 な 実施 に よる 学生 等 の 学修 機会 の 





確保 を 図る )。 部 活動 、 


親 会 や 飲み 会 等 に つい て は 、 学 生 等 へ の 注意 [ 山 起 の 徹底 ( 緊 事 


Wh 





課外 活動 、 学生 寮 に お ける 感染 防止 策 懇 





DN 


態 措 置 区 域 及 び 重 点 措置 区 域 に お いて は 、 部 活動 や 課外 活動 に お 























ける 感染 リス ク の 高い 























染 リ スク の 高い 活動 に 





熱 等 の 症状 が ある 学生 

















活動 の 制限 又は 自粛 (た だ し 、 ワ クチ ン ・ 検 


パッ ケー ジ 制 度 の 適用 等 に より 、 部 活動 や 課外 活動 に お ける 感 





つい て 可能 と する 。)) を 要請 する 。 特に 
等 が 登校 や 活動 参加 を 控え る よう 周知 徹底 
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を 図る 。 また 、 大学 、 高 等 学校 等 に お ける 軽症 状 者 に 対す る 抗原 簡 
0 2 各種 全国 大 会 前 で の 健康 チェ ッ ク 等 
お ける 活用 を 含む 。) や 、 中 学校 、 小 学校 、 幼 稚 園 等 の 教職 員 や 
0 (小学 校 4 
年 生 以 上 ) へ の 抗原 簡易 キッ ト の 活用 を 奨励 する 。 また 、 教 職員 や 
NT CN 拠点 接種 を 実施 する 大 
に 対し 、 地 域 の 教育 委員 会 や 学校 法人 が 大 学 拠 点 接種 会 場 で の 
上 する 場合 の 積極 的 な 協力 を 依頼 する と と も に 、 地 方 公 
共 団 体 に 対し 、 大 規模 接種 会 場 の 運営 に 当たり 、 教 育 委 員 会 や 私 
学 担当 部 局 が ワク チン 担当 部 局 と 連携 し 、 希 望 す る 教職 員 や 受験 
生 へ の ワク チン 接種 が 進む よう 取組 を 行う な どの 配慮 を 依頼 する 
大 学 入試 、 高 校 入 試 等 に つい て は 、 実 施 者 に お いて 、 感染 防 止 策 や 
追 検査 等 に よる 受験 機会 の 確保 に 万 全 を 期し た 上 で 、 予定 どおり 
実施 する 。 
② 都 道 府 県 は 、 学 校 設置 者 に 対し 、 保 健 管理 等 の 感染 症 対 策 に つい 
て 指導 する と と も に 、 地 域 の 感染 状況 や 学校 関係 者 の 感染 者 情報 
に つい て 速やか に 情報 共有 を 行う も の と する 。 
③ 厚生 労働 省 は 、 保 育 所 や 放課後 児童 クラ ブ 等 に つい て 、 感 染 防 止 
策 の 徹底 を 行い つつ 、 原 則 開 所 する こと を 要請 する 。 



















































































































































































































































































6 ) その 他 共 通 的 事項 等 

① 特定 都 道 府 県 又 は 重点 措置 区 域 で ある 都 道 府 県 は 、 地 域 の 特性 に 
応じ た 実効 性 の ある 緊急 事態 措置 又は まん 延 防止 等 重点 措置 を 
じ る 。 特定 都 道 府 県 又 は 重点 措置 区 域 で ある 都 道 府 県 は 、 緊 急 事 
態 措置 又は まん 延 防止 等 重点 措置 を 講じ る に 当たっ て は 、 法 第 5 
条 を 踏ま え 、 必 要 最 小 限 の 措置 と する と と も に 、 講 じ る 措置 の 内 
容 及び 必要 性 等 に つい て 、 国 民 に 対し 丁寧 に 説明 する 。 

② 政府 及び 地方 公共 団体 は 、 緊 急 事態 措置 の 実施 に 当たっ て は 、 事 
業者 の 円 滑 な 活動 を 支援 する た め 、 事 業者 か ら の 相談 窓口 の 設置 、 
物流 体制 の 確保 及び ライ フラ イン 維持 の た め の 万 全 の 体制 の 確保 
寺 に 努め る 。 
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③ 政府 は 、 関 係 機関 と 協力 し て 、 公 共 交 通 機関 その 他 の 多数 の 人 が 
集まる 施設 に お ける 感染 対策 を 徹底 する 。 

④ 政府 は 、 事 業者 及び 関係 団体 に 対し て 、 業 種別 ガイ ドラ イン 等 の 
実践 と 科学 的 知見 等 に 基づく 進化 を 促し 、 デ ル タ 株 等 の 強い 感染 
力 を 踏ま えた 業種 別 ガ イド ライ ン の 改訂 を 行う こと を 促す 。 

⑤ 都 道 府 県 は 、 法 第 24 条 第 9 項 に 基づき 、 事 業者 に 対し て 、 業 種 
別 ガ イド ライ ン を 遵守 する よう 要請 を 行う も の と する 。 

⑥ 医療 機関 及び 高齢 者 施設 等 に お ける 施設 内 感染 を 防止 する た め 、 
厚生 労働 省 と 地方 公共 団体 は 、 関 係 機関 と 協力 し て 、 次 の 事項 に 
つい て 周知 する 。 
医療 機関 及び 高齢 者 施設 等 に お いて 、 患 者 及び 利用 者 か ら の 感染 
を 防ぐ た め 、 感 染 が 流行 し て いる 地域 で は 、 感 染 拡 大 防止 の 観点 
と 、 患 者 や 利用 者 、 家 族 の QOL (Quality of Life) を 考慮 し て 、 入 
院 患者 、 利 用 者 の 外出 、 外 泊 に つい て の 対応 を 検討 する こと 。 
医療 機関 及び 高齢 者 施設 等 に お ける 面会 に つい て は 、 面 会 者 か ら 
の 感染 を 防ぐ こと と 、 患 者 や 利用 者 、 家 族 の QOL を 考慮 する こと 
と し 、 具 体 的 に は 、 地 域 に お ける 発生 状況 等 も 踏ま える と と も に 
患者 や 利用 者 、 面 会 者 等 の 体調 や ワク チン 接種 歴 、 検 査 結果 等 も 
考慮 し 、 対 面 で の 面会 を 含め た 対応 を 検討 する こと 。 

⑦ 特定 都 道 府 県 等 は 、 面 会 に 関す る 感染 防止 策 の 徹底 、 NM 




































































































































































等 や 医療 機関 で 感染 が 発生 し た 場合 に 0 る 感染 管 
理 体制 の 評価 や 支援 チー ム の 派遣 、 検 実施 等 に 6 制御 ・ 



































業務 継続 支援 の 徹底 を 行う 。 

⑧ 厚生 労働 省 は 、 高 齢 者 施設 等 に お ける 感染 対策 等 の 対応 力 強 化 の 
取組 を 、 専 門 家 派遣 に よる 研修 や 業務 継続 計画 の 策定 支援 等 に よ 
り 、 引 き 続 き 、 進 め る 。 




















(6 ) 水際 対策 

① 政府 は 、 水 際 対 策 に つい て 、 変 異 株 を 含め 、 国 内 へ の 感染 者 の 流 
入 及 び 国 内 で の 感染 拡大 を 防止 する 観点 か ら 、 入 国 制 限 、 渡 航 中 
止 勧告 、 帰 国 者 の 検査 ・ 健 康 観察 等 の 検疫 の 強化 、 査証 の 制限 等 の 

措置 等 を 、 引 き 続 き 、 実 施す る 。 今後 も 新た な 変異 株 が 発生 し 得る 
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こと を 見 据え 、「 水 際 対 策 上 特に 対応 すべ き 変 異 株 ] と 従来 株 を 含 
む そ れ 以 外 の 新型 コロ ナウ イル ス に 分 類 し 、 新 た な 変異 株 に 関す 
る 知見 、 当 該 国 の 変異 株 の 流行 状況 、 日 本 へ の 流入 状況 等 の リス 
ク 評 価 に 基づき 、 ま た 、 国 内 外 で ワク チン の 接種 が 進む 中 に お い 
て は 、 ワ クチ ン の 有効 性 等 も 踏ま え 、 行 動 管理 や 検査 も 組み 合わ 
せ た 人 入国 者 へ の 管理 措置 等 を 講じ る な ど 水 際 措 置 の 段階 的 な 見 直 
に 取り 組む 。 な お 、 厚 生 労 働 省 は 、 関 係 省 庁 と 連携 し 、 健 康 観 察 
に つい て 、 保 健 所 の 業務 負担 の 軽減 や 体制 強化 等 を 支援 する 。 
② 諸 外 国 で の 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 の 発生 の 状況 を 踏ま えて 、 
必要 に 応じ 、 国 土 交 通 省 は 、 航 空 機 の 到着 空港 の 限定 の 要請 、 港湾 
の 利用 調整 や 水際 ・ 防 災 対 策 連絡 会 議 等 を 活用 し た 対応 力 の 強化 
等 を 行う と と も に 、 厚 生 労 働 省 は 、 特 定 検疫 港 等 の 指定 を 検討 す 
る 。 
PS 停留 に 利用 する 施設 が 不足 する 場合 に は 、 法 第 29 
適用 も 念頭 に 置き つつ も 、 必 要 に 応じ 、 関 係 省庁 と 連携 し て 、 
mc 名 な 対し て な を 行う こと で 
停留 施設 の 確保 に 努め る 。 











































































































































































































































































































(7 ) 医療 提供 体制 の 強化 











県 は 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 の 患者 に 対し 適切 な 医療 を 提供 
する と と も に 、 一 般 医 療 へ の 影響 を 最小 限 に 止め る た め 、 岩 手 県 に お 
ける 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 に 係る 医療 体制 の 方 針 を 定め る 。 

県 は 、 岩 手 県 医師 会 、 岩 手 医 科大 学 を は じ め と する 医療 関係 団体 
や 、 県 立 病院 等 の 公立 ・ 公 的 病院 な ど と の 緊密 な 連携 の 下 、 限 られ た 
医療 資源 を “オー ル 岩 手 " で 有効 に 活用 する 医療 体制 を 整備 する 。 











1) 病床 の 確保 、 了 臨時 の 医療 施設 の 整備 
① 入院 を 必要 と する 者 が 、 ま ず は 迅速 に 病床 又は 臨時 の 医療 施設 等 
に 受け 入れ られ 、 確 実に 入院 に つなげ る 体制 を 整備 する 。 
EN CR 
の 入院 が 必要 と な っ た が 、 今 後 、 感 染 力 が 2 倍 と な っ た 場合 に も 対 
応 で きる よう 、 ワ クチ ン 接 種 の 進展 等 に よる 感染 半生 
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等 も 勘案 し つつ 、 令 和 3 年 夏 と 比べ て 約 3 割 増 ( 約 1 万 人 増 ) の 約 
3.7 万 人 が 入院 で きる 体制 を 11 月 末 ま で に 構築 する 。 
あわ せ て 、 人 入院 調整 中 の 方 や 重症 化し て いな いも の の 基礎 疾患 
等 の リス ク が ある 方 が 安心 し て 療養 で きる よう に する た め 、 臨時 
の 医療 施設 ・ 入 院 待機 施設 の 確保 に より 、 令 和 3 年 夏 と 比べ て 約 
4 倍 弱 ( 約 2.5 千 人 増 ) の 約 3.4 千 人 が 入所 で きる 体制 を 構築 す 
る 

② 感染 ピー ク 時 に 、 確 保 し た 病床 が 確実 に 稼働 で きる よう 、 都 道 府 
県 と 医療 機関 の 間 に お いて 、 有 要請 が 行わ れ て か ら 確 保 病床 を 即応 
化す る まで の 期間 や 患者 を 受け 入れ る こと が で き な い 正当 事由 等 
に つい て 明確 化し た 書面 を 締結 する と と も に 、 休 床 病床 の 運用 の 
0 0 NM 
行う こと 等 に 、 都 道府県 に よる 病床 確保 努力 を 阻害 する こと 
ee 感染 ピー ク 時 に お いて 確保 病床 の 
使用 率 が 8 割 以 上 と な る こと を 確保 する 。 

③ 妊産婦 等 の 特別 な 配慮 が 必要 な 患者 を 含め 、 感 染 拡 大 時 に お いて 
NH 
る と と も に 、 フ ェ ー ズ ご と の 患者 の 療養 先 の 振り 分 けが 明確 に 

る スコ ア 方 式 等 を 導入 する な ど 、 転 退 NE 
迅速 ・ 円 滑 化 を 図る 。 

④ 都 道 府 県 は 、 関 係 機関 の 協力 を 得 て 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 
患者 専用 の 病院 や 病棟 を 設定 する 重点 医療 機関 の 指定 等 、 地 域 の 
医療 機関 の 役割 分 担 を 行う と と も に 、 地 域 の 関係 団体 の 協力 の 下 、 
地域 の 会 議 体 を 活用 し て 医療 機能 (重症 者 病床 、 中 等 症 病床 、 回 復 
患者 の 受入 れ 、 宿 泊 療 養 、 自 宅 療養 ) に 応じ た 役割 分 担 を 明確 化し 
た 上 で 、 保 健 ・ 医 療 提供 体制 確保 計画 に 沿っ て 、 段 階 的 な 病床 の 確 
保 を 進め る 。 
新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 患者 を 受け 入れ る 医療 機関 の 病床 を 
効率 的 に 活用 する た め 、 回 復 患 者 の 転院 先 と な る 後方 支援 医療 機 
関 の 確保 を 更に 進め る 。 退 院 基準 を 満た し た 患者 に つい て 、 高 齢 者 
施設 等 に お ける 受入 れ を 促進 する 。 ま た 、 効 率 的 な 転院 調整 が 行わ 
れる よう 、 地 域 の 実情 に 応じ た 転 退院 の 仕組 み を 検討 する 。 



















































































































































































































































































35 





⑤ この 他 、 適 切な 医療 提供 ・ 感 染 管理 の 観点 で 、 厚 生 労働 省 と 都 道 
府県 は 、 関 係 機関 と 場 力 し て 、 次 の 事項 に 取り 組む 。 
妊産婦 に 対す る 感染 を 防止 する 観点 か ら 、 医 療 機関 に お ける 動 線 
分 離 等 の 感染 防止 策 を 徹底 する と と も に 、 妊 産婦 が 感染 し た 場合 
で あっ て も 、 安 心して 出産 し 、 産 後 の 生活 が 送れ る よう 、 関 係 機関 
と の 協力 体制 を 構築 し 、 適 切な 支援 を 実施 する こと 。 また 、 関 係 機 
関 と 協力 し て 、 感 染 が 疑わ れる 妊産婦 へ の 早め の 相談 の 呼び か け 
や 、 妊 娠 中 の 女性 労働 者 に 配慮 し た 休み や すい 環境 整備 等 の 取組 
を 推進 する こと 。 
小児 医療 に つい て 、 関 係 学会 等 の 意見 を 聞き な が ら 、 診 療 体制 を 
検討 し 、 地 方 公共 団体 と 協力 し て 体制 整備 を 進め る こと 。 
関係 機関 と 協力 し て 、 外 国人 が 医療 を 適切 に 受け る こと が で きる 
よう 、 医 療 通 訳 の 整備 等 を 、 引 き 続 き 、 強 化す る こと 。 































































































































































































2) 自宅 ・ 宿 泊 療 養 者 等 へ の 対応 
① 都 道 府 県 の 推計 で は 、 今 後 の 感染 ピー ク 時 に お ける 自宅 ・ 宿 泊 療 
養 者 は 、 約 23 万 人 と 想定 され て いる が 、 こ れ ら 全て の 方 に つい て 、 
陽性 判明 当日 な いし 翌日 に 連絡 を と り 、 健 康 観察 や 診療 を 実施 で 
きる 体制 を 確保 する 。 
この た め 、 従 来 の 保健 所 の み の 対 応 を 転換 し 、 保 健 所 の 体制 強化 
の みな ら ず 、 電 話 等 情報 通信 機器 、HER-SYS に お ける My HER- 
SYS や 自動 架 電 等 の 機能 を 用 いて 遠隔 で 健康 状態 を 把握 する と と 
も に 、 医 師 が 必要 と し た 場合 の オン ライ ン 診 療 ・ 往 診 、 訪 問 看護 
実施 等 に つい て 、 都 道府県 等 が 医療 機関 、 関 係 団体 等 に 地域 の 必 
要 量 を 示し 、 委 託 契 約 や 協定 の 締結 等 を 推進 し つつ 、 全 国 で 延べ 約 
3.2 万 の 医療 機関 等 と 連携 し 、 必 要 な 健康 観察 ・ 診 療 体制 を 構築 す 
る 。 な お 、 保 健 所 の 体制 強化 に つい て は 、 感 染 拡 大 に 対応 で きる よ 
う 体制 強 化 開始 の 目安 を 設定 の 上 、 都 道府県 等 の 全店 体制 を 含め 
た 体制 確保 を 図る こと 。 
② また 、 宿 泊 療 養 施設 に つい て 、 家 庭 内 感染 の リス ク 等 に 対応 する 
た め 、 令 和 3 年 夏 と 比べ て 約 1.4 万 室 増 の 約 6.1 万 室 を 確保 する 。 
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③ さら に 、 症 状 の 変化 に 迅速 に 対応 し て 必要 な 医療 に つなげ 、 ま た 、 
重症 化 を 未然 に 防止 する 観点 か ら 、 全 て の 自宅 療養 者 に パル ス オ 
キシ メー ター を 配付 で きる よう 、 総 数 で 約 69 万 個 を 確保 する 。 治 
療 薬 に つい て も 、 中 和 抗 体 薬 ・ 経 口 薬 に つい て は 、 入 院 に 加え て 外 
来 ・ 往 診 ま で 、 様 々 な 場面 で 投与 で きる 体制 を 全国 で 構築 する 。 さ 
ら に 、 経 口 楽 に つい て は 、 か か りつ け 医 と 地域 の 薬局 が 連携 する 
こと で 、 患者 が 薬局 に 来 所 し な く て も 手 に 入れ る こと が で きる よ 
うな 環境 作り を 支援 する 。 

④④ か か りつ け 医 等 の 地域 で 身近 な 医療 機関 や 受診 ・ 相 談 セ ンタ ー を 
通じ て 、 診 療 ・ 検 査 医療 機関 を 受診 する こと に より 、 適 切な 感染 管 
理 を 行っ た 上 で 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 が 疑わ れる 患者 へ の 
外来 医療 を 提供 する 。 

⑤ 都 道 府 県 等 は 、 患 者 が 入院 、 宿 泊 療 養 、 自 宅 療養 を する 場合 に 、 
その 家族 に 要 介 護 者 や 障害 者 、 子 供 等 が いる 場合 は 、 市 町 村 福 祉 
部 門 の 協力 を 得 て 、 ケ アマ ネジ ャ ー や 相談 支援 専門 員 、 児童 相談 
所 等 と 連携 し 、 必 要 な サー ビス や 支援 を 行う 。 














































































































3) 医療 人 材 の 確保 等 

① 感染 拡大 時 に 臨時 の 医療 施設 を は じ め と し た 病床 ・ 施 設 を 円 滑 に 
稼働 させ る た め 、 都 道府県 の 保健 ・ 医 療 提供 体制 確保 計画 に お い 
て 、 医 療 人 材 派遣 に つい て 協力 可能 な 医療 機関 数 、 派遣 者 数 を 具 

本 化す る と と も に 、 人 材 確保 ・ 配 置 調整 等 を 一 元 的 に 担う 体制 を 

構築 する 。 ま た 、 東 京都 に お いて は 、 医 療 機関 等 か ら の 派遣 可能 な 

具体 的 人 員 の 事前 登録 制 を 進め る こと と し て お り 、 こ うし た 取組 
を 横 展開 す る 。 

② 厚生 労働 省 は 、 今 般 の 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 の 対応 に 伴い 、 
全国 の 医療 機関 等 II 
療 の お 仕事 Key-Net| の 運営 等 を 通じ て 、 医 療 関 係 団体 、 ハ ロー 
ワー ク 、 ナ ー ス セン ター 等 と 連携 し 、 医 療 人 材 の 確保 を 支援 する 。 

③ 政府 は 、 関 係 機関 と 協力 し て 、 ク ラス ター 対策 に 当たる 専門 家 の 

確保 及び 育成 を 行う 。 
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USR 、 関 係 機関 と 協力 し て 、 特 に 、 感 染 
拡大 の 兆候 が 見 られ た 場合 に は 、 専門 家 や その 他人 員 を 確保 し 、 
A 

な お 、 感 染 拡 大 が 顕著 な 地域 に お いて 、 保 健 所 に お ける 積極 的 疫 
学 調査 に 係る 人 員 体 制 が 不足 する な どの 問題 が 生じ た 場合 に は 、 
関係 学会 ・ 団 体 等 の 専門 人 材 派遣 の 仕組 み で ある IHEAT 
(Infectious disease Health Emergency Assistance Team) や 、 
他 の 都 道 府 県 か ら の 応援 派遣 職員 等 を 活用 し 、 人 材 ・ 体 制 を 確保 す 
る 。 

また 、 都 道府県 等 が 連携 し 、 積 極 的 疫学 調査 等 の 専門 的 業務 を 十 
分 に 実施 で きる よう 、 保 健 所 業務 の 重点 化 や 人 材 育成 、 外 部 委託 、 
IHEAT の 積極 的 活用 、 人 材 確保 ・ 育 成 の 好 事 例 の 横 展 開 等 に より 、 
保健 所 の 体制 を 強化 し 、 感 染 拡 大 時 に 即応 で きる 人 上 員 体 制 を 平時 
か ら 整 備 す る 。 























































































































4) 1T を 活用 し た 稼働 状況 の 徹底 的 な 「 見 える 化 」 

① 医療 体制 の 稼働 状況 を G-MIS や レセ プ ト デ ー タ 等 を 活用 し て 徹 
底 的 に 「 見 える 化 」 す る 。 
都 道 府 県 内 の 医療 機関 や 都 道 府 県 調 整 本 部 、 保 健 所 、 消 防 機関 等 
と の 間 で 、 病 床 の 確保 ・ 使 用 状況 を 日 々 共有 で きる 体制 を 構築 す 
る と と も に 、 くに お びる G-MIS へ の 導 ボ の 全 有 が 
等 の 入力 を 徹底 する こと (補助 金 の 執行 要件 化 ) ! 、 令 和 3 年 
DN 
令 和 3 年 12 月 か ら 毎月 、 レ セプト デー タ を 用 いて オン ライ ン 診 
療 ・ 往 診 等 自宅 療養 者 に 対す る 診療 実績 を 集計 し 、 地 域 別 ( 郡 ・ 
市 ・ 区 別 ) に 公表 する 。 




































































政府 が 買い 上 げ て 医療 機関 に CN 
ウイ ルス 感染 症 の 治療 薬 の 投与 者 数 に つい て 、 都 道府県 別に 毎月 公 





表す る 。 


5 ) 更 な る 感染 拡大 時 へ の 対応 
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WM お いて は 、 地 域 に よっ て 、 人 口 の 密集 
度 、 住 民 の 生活 行動 等 に よっ て 感染 状況 の 推移 は 異な り 、 ま た 、 病 
RN こも 差 が ある こと か ら 、 医 療 提供 体制 
の びっ 迫 状 況 は 、 0 その 中 で 、 病床 が 
ひっ 迫 し た 地域 に お いて は 、 緊急 事 態 宣言 の 下 で 、 個 々 の 医療 機 
関 の 判 断 で 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 対応 の た め に 新型 コロ ナウ 
イル ス 感 染 症 以外 の 通常 医療 の 制限 が 行わ れ て いた が 、 今後 、 地 
域 に よっ て 、 仮 に 感染 力 が 2 倍 を 超え る 水準 に な り 、 医 療 の ひっ 

迫 が 見 込ま れる 場合 に は 、 国 民 に 対し 、 更 な る 行動 制限 を 求め 、 感 
染 拡 大 の 防止 を 図る 。 あ わせ て 、 政 府 の 責任 に お いて 、 感 染 者 の 重 
症 化 予防 等 の た め 地 域 の 医療 機関 に 協力 を 要請 する と と も に 、 更 
な る 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 以外 の 通常 医療 の 制限 の 下 、 緊 急 
的 な 病床 等 を 確保 お する た め の 追 加 的 な 措置 を 講じ る 。 

② 具体 的 に は 、 医 療 の 確保 に 向け て 、 政 府 の 責任 に お いて 、 入 院 対 
象 者 の 範囲 を 明確 に する と と も に 、 法 で 与え られ た 権限 に 基づき 、 
政府 及び 都 道 府 県 知 事 が 、 

自宅 療 養 者 等 の 健康 管理 ・ 重 症 化 予防 を 図る た め 、 地 域 の 医療 機 

関 に 対し 、 健 康 観察 ・ 診 療 等 に つい て 最大 限 の 協力 を 要請 する と 

と も に 
新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 患者 の 入院 受入 病院 に に 対し 、 短 期間 の 

延期 な ら リ スク が 低い と 判断 され る 予定 手術 ・ 待 機 手 術 の 延期 等 

の 実施 を 求め る ほか 、 
国立 病院 機構 、 地 域 医療 機能 推進 機構 を は じ め と する 公立 公 的 病 

院 に 対し 、 追 加 的 な 病床 の 確保 、 臨 時 の 医療 施設 へ の 医療 人 材 の 

派遣 等 の 要求 ・ 要 請 を 行う と と も に 、 民 間 医 療 機関 に 対し て も 要 

請 を 行う こと と する 。 

③ さら に 、 NR 例え ば 3 倍 と な り 、 更 な る 
医療 の ひっ 迫 が 見 込ま れる 場合 に は 、 大 都市 の よう に 感染 0 
リス ク が 高く 、 I 
GN 
底 や 地域 内 で の 追加 的 な 病床 の 確保 、 医 療 人 材 の 派遣 等 の 措置 を 
図っ た と し て も 、 増加 する 重症 患者 等 へ の 医療 の 提供 が 困難 と な 
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人 * 生 じ る 可能 性 が ある 。 こ うし た 事態 の 発生 が 見 込ま れる 
場合 に は 、 当 該 地 域 以 外 に 所 在 す る 医療 機関 に 対し 、 必 要 に 応じ 
人 当 
該 地域 の 臨時 の 医療 施設 に 医療 人 材 の 派遣 等 を 行う よう 、 法 で 与 
えら れ た 権限 に 基づき 、 ee 要請 を 行い 、 医 療 の 確保 を 図 
る 4 
④ 同時 に 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 以外 の 通常 医療 の 制限 措置 等 
は 、 一 時 的 と は いえ 、 国 民 に 対し 大 き な 不 安 を 与え る ほか 、 医 療 現 
場 に も 大 き な 負 和 荷 を 伴う こと か ら 、 こ うし た 措置 が 速やか に 解除 
され る よう 、 感 染 者 数 の 増加 に 歯止め を か け 、 減 少 さ せる た め 、 国 
に 対し 、 更 な る 行動 制限 を 求め る な どの 実効 性 の 高い 強力 な 感 
染 拡 大 防止 措置 を 併せ て 講じ る 。 
































































































































⑤ ① 及 び ④ の 行動 制限 に つい て は 、 具 体 的 に は 、 人 と の 接触 機会 を 


⑥ も ちろ ん 、 こ うし た 上 厳し い 事 態 に 陥ら な いよ う 、 ワ クチ ン 、 検 査 、 


可能 な 限り 減ら す た め 、 例 えば 、 飲食 店 の 休業 、 施 設 の 使用 停止 
イベ ント の 中 止 、 公 共 交 通 機関 の ダイ ヤ の 大 幅 見 直し 、 職 場 の 出 
勤 者 数 の 大 幅 削 減 、 日 中 を 含め た 外出 自粛 の 徹底 等 、 状 況 に 応じ 
、 機 動 的 に 強い 行動 制限 を 伴う 要請 を 行う 。 













































































治療 薬 等 の 普及 に よる 予防 、 発 見 か ら 早 期 治療 まで の 流れ を 更に 
強化 する と と も に 、 国 民 の 理解 と 協力 の 下 、 機 動 的 に 効果 的 な 行 
動 制 限 を 行う こと に より 、 急 激 な 感染 拡大 の 抑制 を 図っ て いく こ 
と を 基本 と し て 対応 する 。 

NN RE 

、 仮 に 感染 力 が 高まっ て も 入院 を 必要 と する 者 の 減少 が 見 込ま 
了 医療 現場 へ の 負荷 も 軽減 され る こと が 期待 され る こと か ら 、 引 
き 続 き 、 経 口 薬 の 実用 化 に 向け て 、 全 力 で 取り 組む 。 


















































(8 ) 治療 薬 の 実用 化 と 確保 














1 ) 治療 薬 の 実用 化 に 向け た 取組 





① 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 の 治療 薬 に つい て は 、 国 産経 口 薬 を 含 





め 、 開 発 費 用 と し て 1 薬剤 当たり 最大 約 20 億 円 を 支援 し 、 経 口 薬 
に つい て 信和 3 年 内 の 実用 化 を 目指 す 。 
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2) 治療 楽 の 確保 に 向け た 取組 
A 軽 
症 か ら 中 等 症 の 重症 化 リ スク を 有する 者 が 確実 に 治療 を 受け られ 
る よう に する た め 、 複 数 の 治療 薬 を 確保 し 、 必 要 な 量 を 順次 納入 
で きる よう 、 企業 と 交 内 
② 感染 力 が 2 倍 以上 と な っ た 場合 に は 、 令 和 3 年 夏 の 感染 拡大 の 実 
i 和 和 が 伴 I 
I NG A 
oR 染 力 が 3 倍 と な っ た 場合 に は 、 最 大 で 約 50 万 回 分 の 治療 
3 陸生. 
に 対し て 、 薬 事 承 認 さ れ 投 与 実績 の ある 中 和 抗 体 楽に つい 
A 
③ あわ せ て 、 新 た に 実用 化 が 期待 され る 経口 薬 に つい て は 、 国 民 の 
治療 へ の アク セス を 向上 する と と も に 、 重 症 化 を 予防 する こと に 
より 、 国 民 が 安心 し て 暮らせ る よう に な る た め の 切 り 札 で ある 。 
界 的 な 獲得 競争 が 行わ れる 中 で 、 A 





































































































人 に 供給 し 、 普 及 を 図る 。 供 給 量 に つい て は 、 合 計 約 60 
万 回 分 OR NI 
年 度 内 に 更に 約 40 万 回 分 ) を 確保 する 。 





〈④ さら に 、 今 冬 を は じ め 中 期 的 な 感染 拡大 に も 対応 で きる よう 、 更 
な る 治療 薬 (中 和 抗 体 薬 、 経 口 薬 ) の 確保 に 向け て 取り 組む (経口 
楽に つい て は 、 追 加 で 約 100 万 回 分 、 上 記 と 合計 し て これ まで に 
約 160 万 回 分 を 確保 し て いる 。)。 

⑤ 中 和 抗 体 薬 ・ 経 口 薬 に つい て は 、 入 院 に 加え て 外来 ・ 往 診 ま で 、 
様々 な 場面 で 投与 で きる 体制 を 全国 で 構築 する 。 さ ら に 、 経 口 薬 
に つい て は 、 か か りつ け 医 と 地域 の 楽 局 が 連携 する こと で 、 串 者 
が 薬局 に 来 所 し な く て も 手 に 入れ る こと が で きる よう な 環境 作り 
を 支援 する 。 

な お 、 主 に 重症 者 向け の 抗 ウ イル ス 薬 に つい て は 、 既 に 市 場 に 流 
和 前 し 、 使 用 され て いる 
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(9 ) 経済 ・ 雇 用 対策 

新型 コロ ナウ イル ス 対 応 に 万 全 を 期す と と も に 、「 成 長 と 分 配 の 好 
循環 ] と 「 コ ロナ 後 の 新 し い 社 会 の 開拓 に よる 「 新 し い 資 本 主義 ] 
を 起動 させ 、 国 民 の 安全 ・ 安 心 を 確保 す る た め 、 新 た な 経済 対策 を 策 
定 す る 。 地域 、 業 種 を 限定 し な い 事 業 規模 に 応じ た 給付 金 や 雇用 調 
整 助成 金 等 、 事 業 や 雇用 ・ 生 活 ・ 暮 らし を 守る 支援 策 や 、 ワ クチ ン ・ 
検査 パッ ケー ジ 等 を 活用 し 、 安 全 ・ 安 心 を 確保 し な が ら 、 経 済 社会 活 
動 の 再開 を 図る 取組 を 盛り 込む 。 経済 対策 の 策定 や その 裏付け と な 
る 補正 予算 を 編成 する 間 も 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 の 感染 状況 
や 、 企 業 や 暮らし に 与え る 影響 に は 十分 に 目配り を 行い 、 必 要 な 対 
策 は 、 予 備 費 等 も 活用 し て 、 躍 踏 ( ち ゅ うち ょ ) な く 機 動 的 に 講じ る 。 







































































































































































(10) その 他 重 要 な 留意 事項 
1) 偏見 ・ 差 別 等 へ の 対応 、 社 会 課題 へ の 対応 等 

① 政府 及び 地方 公共 団体 は 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 へ の り 患 は 
誰 に で も 生じ 得る も の で あり 、 感染 者 や その 家族 、 勤 務 先 等 に 
する 差別 的 な 取扱 いや 誹謗 中 傷 、 名 準 ・ 信 用 を 明 損 する 行為 等 
人 権 侵 害 に 当たり 得る の みな ら ず 、 半生 
回 避 、 保健 所 の 積極 的 疫学 調査 へ の 協力 拒否 等 に つなが り 、 結果 
と し て 感染 防止 策 に 支障 を 生じ させ か ね な いこ と か ら 、 コ ロナ 分 
科 会 の 偏見 ・ 差 別 と プラ イバシー に 関す る ワー キン ググ ルー プ が 
行っ た 議論 の と り ま と め (信和 2 年 11 月 6 日 ) や 法 第 13 条 第 2 

項 の 規定 を 踏ま え 、 感 染 者 等 の 人 権 が 尊重 され 、 何 人 も 差別 的 な 
取扱 い 等 を 受け る こと の な いよ う 取 組 を 実施 する 。 

② 政府 は 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 対策 に 従事 する 医療 関係 者 が 
偏見 ・ 差 別 等 に よる 風評 被害 等 を 受け な いよ う 、 国 民 へ の 普及 啓 
発 等 必要 な 取組 を 実施 する 。 

③ 政府 は 、 ワ クチ ン を 接種 し て いな い 者 及び 接種 で き な い 者 が 不当 
な 偏見 ・ 差 別 等 を 受け な いよ う 、 国 民 へ の 普及 啓発 等 必要 な 取組 
を 実施 する 。 

④ 政府 は 、 海 外 か ら 一 時 帰国 し た 児童 生徒 等 へ の 学校 の 受入 れ 支 援 
や いじ め 防 止 等 の 必要 な 取組 を 実施 する 。 
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⑤ 政府 及び 関係 機関 は 、 各 種 対策 を 実施 する 場合 に お いて 、 国 民 の 
RE お に に 
られ て いる 措置 に つい て は 、 患 者 や 関係 者 の 人 権 に 十分 に 配慮 し 、 
まず は 当該 措置 の 趣旨 や 必要 性 を 患者 等 に 丁寧 に 説明 し 、 理 解 ・ 
協力 を 得 ら れる よう に する こと を 基本 と する と と も に 、 罰則 の 適 
用 は 、 慎 重 に 行う も の と する 。 ま た 、 女 性 の 生活 や 雇用 へ の 影響 は 
引き 続き 大 きい こと に 留意 し 、 女 性 や 子供 、 障 害 者 等 に 与え る 影 
響 を 十分 配慮 する と と も に 、 必 要 な 支援 を 適時 適切 に 実施 する 。 
⑥ 政府 は 、 地 方 公共 団体 と 連携 し 、 外 出自 重 に よる 心身 機能 の 低下 
や 地域 の つなが り の 希薄 化 の 回 復 に 向け て 、 高 齢 者 等 が フレ イル 
状態 等 に な ら な いよ う 、 コ ミュ ニテ ィ に お ける 支援 を 含め 、 健 康 

維持 ・ 介 護 サ ービス の 確保 を 行う 。 

⑦ 政府 及び 地方 公共 団体 は 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 に より 亡 く 
な られ た 方 に 対し て 尊厳 を も っ て お 別れ 、 火葬 等 が 行わ れる よう 、 
適切 な 方 法 に つい て 、 周 知 を 行う 。 

⑧ 政府 は 、 ワ クチ ン 接 種 に 便乗 し た 詐欺 被害 等 の 防止 の た め 注 意 史 
起 や 相談 体制 を 強化 する 。 










































































































































































2 ) 関係 機関 と の 連携 の 推進 

① 政府 は 、 地方 公共 団体 を 含む 関係 機関 等 と の 双方 向 の 情報 共有 を 
強化 し 、 対 策 の 方 針 の 迅速 な 伝達 と 、 対 策 の 現場 に お ける 状況 の 
把握 を 行う 。 

② 政府 は 、 対 策 の 推進 に 当たっ て は 、 地 方 公共 団体 、 経 済 団体 等 の 
関係 者 の 意見 を 十分 聴き な が ら 進 め る 。 

③ 地方 公共 団体 は 、 保 健 部 局 の みな ら ず 、 危 機 管理 部 局 も 含め 全て 
の 部 局 が 協力 し て 対策 に 当たる 。 

④ 政府 は 、 国 際 的 な 連携 を 密 に し 、 世 界 保健 機関 (World Health 
Organization: WHO) や 諸 外 国 ・ 地 域 の 対応 状況 等 に 関す る 情報 
収集 に 努め る 。 また 、 日 本 で 得 ら れ た 知見 を 積極 的 に WHO0 等 の 
RO RN 
新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 の 拡大 る 影響 を 受け る 国 ・ 地 域 に 
EO OO NT 
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⑤ 政府 は 、 基 礎 
学研 究 等 の 研究 
感染 症 へ の 対策 の 推 








医学 研究 及び 臨床 医学 研 
ャ 体制 に 


究 、 疫 学研 究 を 含む 社会 医 
対す る 支援 を 通し て 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 


進 を 図る 。 
































































































































⑥ 都 道 府 県 等 は 、 近 隣 の 都 道 府 県 等 が 感染 拡大 防止 に 向け た 様々 な 
措置 や 取組 を 行う に 当たり 、 相 互 に 連携 する と と も に 、 そ の 要請 
に 応じ 、 必 要 な 支援 を 行う 。 

⑦ 特定 都 道 府 県 又 は 重点 措置 区 域 で ある 都 道 府 県 等 は 、 緊 急 事態 措 
置 又は まん 延 防止 等 重点 措置 等 を 実施 する に 当たっ て は 、 あ ら か 
じ め 政 府 と 協議 し 、 迅 速 な 情報 共有 を 行う 。 政府 対策 本 部 長 は 、 特 
定 都 道 府 県 又は 重点 措置 区 域 で ある 都 道 府 県 等 が 、 適 切 に 緊急 事 
態 措置 又は まん 延 防止 等 重点 措置 を 講じ る こと が で きる よう 、 専 
































門 家 の 意 見 を 踏ま ほそ つつ 、 総 合 調 整 を 行う と と も に 、 特 に 必要 カ 



























































ある と 認め る と き は 、 都 道府県 知事 に 対し て 、 必 要 な 指示 を 行う 
も の と する 。 

⑧ 緊急 事態 宣言 の 期間 中 に 様々 な 措置 を 実施 し た 際 に は 、 特 定 都 道 
府県 知事 及び 指定 行政 機関 の 長 は 政府 対策 本 部 長 に 、 特 定 市 町 村 
長 及 び 指 定 地方 公共 機関 の 長 は その 所 在 する 特定 都 道 県 知事 に 
指定 公共 機関 の 長 は 所 管 の 指定 行政 機関 に 、 そ の 旨 及 びそ の 理由 
を 報告 する 。 政府 対策 本 部 長 は 国会 に 、 特 定 都 道府県 知事 及び 指 




















定 行政 機関 の 長 は 政府 


O 


対策 本 部 長 に 、 報 告 を 受け た 事項 を 報告 











1) 


3 ) 社会 機能 の 維持 
0 地方 公共 団体 、 指 定 公共 機関 及び 指定 地方 公共 機関 は 、 職 
お ける 感染 を 防ぐ よう 万 全 を 尽く す と と も に 、 万 が 一 職員 に 

et 者 又は 濃厚 接触 者 が 確認 され た 場合 に も 、 職 務 が 遅滞 
な く 行 える よう に 対策 を あら か じ め 講 じ る 。 特に 、 テ レビ 及 
び 在 宅 勤務 (テレ ワー 2 の 積極 的 な 実施 に 努め る 。 

② 地方 公共 団体 、 指 定 公共 機関 及び 指定 地方 公共 機関 は ガ 
CR 国民 生活 及 
び 国 民 経 済 へ の 影響 が 最小 と な る よう 公益 的 事業 を 継続 する 。 


ポン 昔 
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証 語 人 
、 時 メメ し いい 
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③ 政府 は 、 指 定 公共 機関 の 公益 的 事業 の 継続 に 支障 が 生じ る こと が 
な いよ う 、 必 要 な 支援 を 行う 。 

④ 国民 生活 ・ 国 民 経 済 の 安定 確保 に 不可 欠 な 業務 を 行う 事業 者 は 、 
国民 生活 及び 国民 経済 安定 の た め 、 事 業 の 継続 を 図る 。 

⑤ 政府 は 、 事 業者 の サー ビス 提供 水準 に 係る 状況 の 把握 に 努め 、 必 
要 に 応じ 、 国 民 へ の 周知 を 図る 。 

⑥ 政府 は 、 空 港 、 港 湾 、 医 療 機関 等 に お ける トラ ブル 等 を 防止 する 
た め 、 必 要 に 応じ 、 警 戒 警 備 を 実施 する 。 
警察 は 、 混 乱 に 乗じ た 各種 犯罪 を 抑止 する と と も に 、 取 締り を 徹 
底 す る 。 
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( 別 添 ) 緊 急 事 態 宣言 時 に 事業 の 継続 が 求め られ る 事業 


















































以下 、 事 業者 等 に つい て は 、「 三 つの 密 | を 避け る た め の 取 組 を 
て いた だ きつ つ 、 事業 の 継続 を 求め る 。 


Dl 
て 2 








1 . 医療 体制 の 維持 

・ 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 の 治療 は も ちろ ん 、 そ の 他 の 重要 疾患 へ 
の 対応 も ある た め 、 全 て の 医療 関係 者 の 事業 継続 を 要請 する 。 

・ 医 療 関係 者 に は 、 病 院 ・ 薬 局 等 の ほか 、 医 薬品 ・ 医 療 機器 の 輸入 ・ 製 
造 ・ 販 売 、 献 血 を 実施 する 採血 業 、 入 院 者 へ の 食事 提供 等 、 患 者 の 
治療 に 必要 な 全て の 物資 ・ サ ービス に 関わ る 製造 業 、 サ ービス 業 を 


含む 。 















































2. 支援 が 必要 な 方 々 の 保護 の 継続 

・ 高 齢 者 、 障 害 者 等 特に 支援 が 必要 な 方 々 の 居住 や 支援 に 関す る 全て 
の 関係 者 (生活 支援 関係 事業 者 ) の 事業 継続 を 要請 する 。 

・ 生 活 支 援 関 係 事業 者 に は 、 介 護 老人 福祉 施設 、 障 害 者 支援 施設 等 の 
運営 関係 者 の ほか 、 施 設 入 所 者 へ の 食事 提供 な ど 、 高 齢 者 、 障 害 老 
等 が 生活 する 上 で 必要 な 物資 ・ サ ービス に 関わ る 全て の 製造 業 、 サ ー 
ビス 業 を 含む 。 





























































































































3. 国民 の 安定 的 な 生活 の 確保 

・ 自 宅 等 で 過ごす 国民 が 、 必 要 最 低 限 の 生活 を 送る た め に 不可 欠 な 
サー ビス を 提供 する 関係 事業 者 の 事業 継続 を 要請 する 。 

① イン フラ 運営 関係 (電力 、 ガ ス 、 石 油 ・ 石 油 化学 ・L P ガ ス 、 上 下 
水道 、 通 信 ・ デ ー タ セン ター 等 

② 飲食 料 品 供給 関係 (農業 ・ 林 業 ・ 漁 業 、 飲 食料 品 の 輸入 ・ 製 造 ・ 加 
工 ・ 流 通 ・ ネ ッ ト 通 販 等 

③ 生活 必需 物資 供給 関係 (家庭 用 品 の 輸入 ・ 製 造 ・ 加 工 ・ 流 通 ・ ネ ッ 
ト 通販 等 
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④ 宅配 ・ テ イク アウ ト 、 生 活 必 需 物 資 の 小売 関係 (百貨 店 ・ ス ー パ ー、 
コン ビニ 、 ド ラッ グスト ア 、 ホ ー ム セン ター 等 

⑤ 家庭 用 品 の メン テ ナ ン ス 関係 (配管 エ ・ 電 気 技師 等 

⑥ 生活 必 吉 サ ービス (ホテ ル ・ 宿 泊 、 銭 湯 、 理 美容 ラン ドリ ー、 獣 

医 等 

ご み 処 理 関係 (廃棄 物 収集 ・ 運 搬 、 処 分 等 ) 

冠 婚 葬祭 業 関係 (火葬 の 実施 や 遺体 の 死後 処置 に 係る 事業 者 等 ) 
メデ ィ ア (テレ ビ 、 ラ ジオ 、 新 聞 、 ネ ッ ト 関 係 者 等 

個人 向け サー ビス (ネッ ト 配 信 、 遠 隔 教 育 、 ネ ッ ト 環 境 維 持 に 係る 

設備 ・ サ ービス 、 自 家用 車 等 の 整備 等 ) 
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4 . 社会 の 安定 の 維持 

0 0 緊急 事態 定 
活動 を 維持 する た め に 不可 欠 な サー ビス 
低 限 の 事業 継続 を 要 5 

① 金融 サー ビス (銀行 、 信 金 ・ 信 組 、 証 券 、 保 険 、 ク レジ ッ ト カ ー ド 
DR 

② 物流 ・ 運 送 サ ービス (鉄道 、 バ パス ・ タ クシ ー・ ト ラッ ク 、 海 運 ・ 港 
湾 管 理 、 航 空 ・ 空 港 管 理 、 郵 便 等 

③ 国防 に 必要 な 製造 業 ・ サ ービス 業 の 維持 (航空 機 、 潜 水 艦 等 

④ 企業 活動 ・ 治 安 の 維持 に 必要 な サー ビス (ビル メン テ ナ ン ス 、 セ キュ 
リティ 関係 等 ) 

⑤ 安全 安心 に 時 

廃棄 物 処理 、 個 別 法 に 基づく 危険 物 管理 等 

⑥ 行政 サー ビス 等 (警察 、 消 防 、 そ の 他 行 政 サ ービス ) 

⑦ 育児 サー ビス (託児 所 等 ) 








言 の 期間 中 に も 、 企 業 の 
提供 する 関係 事業 者 の 最 
















































































皿 


nl 
| 
ノ 




















5. その 他 

・ 医 療 、 製 造 業 の うち 、 設 備 の 特性 上 、 生 産 停止 が 困難 な も の (高炉 
や 半導体 工場 等 )、 医 療 ・ 支 援 が 必要 な 人 の 保護 ・ 社 会 基盤 の 維持 等 
に 不可 欠 な も の (サプライ チェ ー ン 上 の 重要 物 を 含む 。) を 製造 し て 
いる も の に つい て は 、 感 染 防 止 に 配慮 し つつ 、 継 続 す る 。 ま た 、 医 
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療 、 国 民生 活 ・ 国 民 経 済 維持 の 業務 を 支援 する 事業 者 等 に も 、 事 











継続 を 要請 する 。 
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別表 


新た な レベ ル 分 類 の 判断 基準 





新た な レベ ル 分 類 


判断 基準 





レベ ル 0 
(感染 者 ゼロ レベ ル ) 


新規 陽性 者 数 ゼロ を 維持 で き て いる 状況 





レベ ル 1 
(維持 すべ き レ ベル ) 


安定 的 に 一 般 医療 が 確保 され 、 新 型 コ ロ 
ナウ イル ス 感 染 症 に 対し 医療 が 対応 で き て 
いる 状況 








レベ ル 2 医療 体制 の フェ ー ズ が 2 に な っ た 場合 
(警戒 を 強化 すべ き | (確保 病床 の 使用 率 が 概ね 20% を 超え た 状 
レベ ル ) 況 ) 

レベ ル 3 「3 週間 後に 必要 と され る 病床 数 」 が 県 内 


(対策 を 強化 すべ き 
レベ ル ) 


に お いて 確保 病床 数 に 到達 し た 場合 又は 病 
床 使用 率 や 重症 病床 使用 率 が 50% を 超え た 
場合 に 、 県 が 総合 的 に 判断 する 

その 際 に は 、 感 染 状況 その 他 様 々 な 指標 
も 併せ て 評価 する 





レベ ル 4 
(避け た い レ ベル ) 








一 般 医 療 を 大 きく 制限 し て も 、 新 型 コ ロ 
ナウ イル ス 感 染 症 へ の 医療 に 対応 で き な い 
状況 
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